
部
内
居
住
衛
府
舎
人
問
題
と
承
平
南
海
賊

-
王
朝
国
家
へ
の
転
換
と
天
慶
二
年
純
友
の
乱
を
媒
介
す
る
も
の
-

下
向
井
　
龍
　
彦

I
、
問
題
の
所
在

「
藤
原
純
友
の
乱
」
研
究
は
、
「
平
将
門
の
乱
」
研
究
に
く
ら
べ
て
大
き
く
立

ち
後
れ
て
お
り
、
そ
の
歴
史
的
評
価
は
将
門
の
乱
に
与
え
ら
れ
る
意
義
付
け
に
比

e
>

し
て
は
る
か
に
低
い
。
乱
の
具
体
的
な
展
開
過
程
や
純
友
の
行
動
に
い
た
っ
て
は
、

不
明
な
部
分
を
多
く
残
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
乱
そ
の
も
の
の
規
模

や
性
格
に
よ
る
以
上
に
、
史
料
的
制
約
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
す
な
わ
ち
、

『
将
門
記
』
に
対
す
る
『
純
友
追
討
記
』
の
内
容
の
乏
し
さ
、
『
日
本
紀
略
』

(
以
下
『
紀
略
』
)
　
承
平
六
年
(
九
三
六
)
　
六
月
某
日
条
と
『
扶
桑
略
記
』
　
(
以

下
『
略
記
』
)
　
承
乎
六
年
夏
六
月
条
の
理
解
の
困
難
さ
で
あ
る
。

Q
凸

さ
て
通
説
は
、
天
慶
二
年
(
九
三
九
)
十
二
月
に
本
格
的
に
蜂
起
す
る
ま
で
の

「
純
友
の
乱
」
　
に
つ
い
て
、
『
紀
略
』
記
事
を
も
と
に
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
描

い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
宮
廷
で
の
栄
達
の
道
を
断
た
れ
て
不
満
を
抱
き
、
任
期

終
了
後
そ
の
ま
ま
任
国
伊
予
に
土
着
し
た
藤
原
北
家
庶
流
前
伊
予
接
純
友
は
'
貴

紳
の
権
威
と
前
線
の
名
声
に
よ
っ
て
、
武
装
し
た
漁
業
・
交
易
・
運
漕
業
を
営
む

海
人
た
ち
を
組
織
し
、
海
賊
の
首
額
に
な
っ
て
日
振
島
を
根
拠
地
に
瀬
戸
内
海
を

制
圧
し
た
。
し
か
し
承
平
六
年
へ
海
賊
追
捕
の
命
を
受
け
伊
予
守
に
補
さ
れ
て
下

向
し
て
き
た
紀
淑
人
の
懐
柔
策
に
よ
り
、
純
友
に
「
追
捕
宣
旨
」
が
与
え
ら
れ
、

淑
人
の
「
寛
仁
」
に
よ
り
配
下
の
海
賊
は
全
員
投
降
、
帰
農
し
て
、
い
っ
た
ん
海

賊
は
鎮
静
し
、
瀬
戸
内
の
海
に
平
和
が
回
復
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
天
慶
二
年
十
二

月
、
将
門
の
反
乱
に
よ
る
政
府
の
動
揺
に
乗
じ
て
純
友
は
再
び
蜂
起
し
た
へ
と
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
「
藤
原
純
友
の
乱
」
を
再
検
討
し
ょ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ

o

て
き
て
い
る
。
そ
の
根
底
に
、
十
世
紀
の
国
家
支
配
(
と
り
わ
け
国
衝
支
配
)
　
に

つ
い
て
の
認
識
の
深
ま
り
が
「
古
代
末
期
の
諸
反
乱
」
　
の
見
直
し
を
せ
ま
り
、
従

来
の
通
説
的
「
藤
原
純
友
の
乱
」
像
で
満
足
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
-
な
っ
た
と

o

い
う
問
題
認
識
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
議
論
は
直
接
的
に

(
5
)

は
、
小
林
昌
二
氏
に
よ
る
『
紀
略
』
記
事
の
信
葱
性
に
つ
い
て
の
疑
義
の
提
起
と
'

一
m

福
田
豊
彦
氏
に
よ
る
『
吏
部
王
記
』
承
平
六
年
三
月
某
日
是
日
条
の
紹
介
に
よ
り
、

「
乱
」
展
開
の
基
礎
的
事
実
に
つ
い
て
根
本
的
再
考
を
せ
ま
る
か
た
ち
で
始
ま
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
「
藤
原
純
友
の
乱
」
　
の
再
検
討
は
、
「
乱
」
を
歴
史
的
に
い

か
に
評
価
す
る
か
と
い
う
論
議
と
と
も
に
へ
そ
の
よ
う
な
論
議
の
共
通
の
前
提
と

な
る
「
乱
」
の
展
開
過
程
の
事
実
関
係
を
問
い
直
す
と
い
う
、
二
つ
の
側
面
か
ら

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
'
今
後
の
論
議
が
こ
み
い
っ
た
も
の
に

な
っ
て
い
く
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
が
、
今
後
の
論
議
を
通
じ
て
、
議
論
の
共
通
の

前
提
と
な
る
基
礎
的
事
実
が
多
面
的
に
発
掘
さ
れ
、
「
乱
」
　
の
全
体
像
を
解
明
す

る
う
え
に
有
効
な
視
点
と
方
法
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。そ

こ
で
は
じ
め
に
、
東
平
年
間
の
海
賊
問
題
に
つ
い
て
へ
　
『
紀
略
』
記
事
の
史

料
批
判
と
新
史
料
を
踏
ま
え
て
提
起
さ
れ
た
最
近
の
い
く
つ
か
の
仮
説
的
見
解
を

I
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紹
介
し
、
そ
こ
で
提
起
さ
れ
て
い
る
諸
論
点
に
つ
い
て
の
私
の
立
場
を
明
ら
か
に

し
よ
う
。

(
7
)

「
純
友
の
乱
」
再
検
討
の
口
火
を
き
っ
た
小
林
昌
二
氏
は
、
承
平
年
間
の
海
賊

(
「
前
海
賊
」
)
　
の
性
格
を
'
寛
平
・
延
喜
の
諸
政
策
に
よ
る
王
臣
家
人
こ
削
司

浪
人
弾
圧
と
国
司
支
配
の
強
化
に
反
発
し
た
、
瀬
戸
内
水
運
・
交
易
を
担
う
富
豪

浪
人
層
が
、
逃
亡
人
民
ら
を
紅
織
し
て
お
こ
し
た
海
賊
活
動
へ
と
理
解
さ
れ
る
。

そ
し
て
彼
ら
「
前
海
賊
」
は
、
承
平
四
年
ご
ろ
に
追
捕
海
賊
使
と
な
っ
た
紀
淑
人

に
同
五
年
に
投
降
L
へ
同
六
年
に
帰
農
、
同
年
三
月
そ
れ
ま
で
追
捕
債
の
副
官
的

存
在
で
あ
っ
た
純
友
が
、
淑
人
に
か
わ
っ
て
追
捕
海
賊
使
に
任
命
さ
れ
た
、
と
平

定
過
程
を
再
構
成
さ
れ
る
。
氏
の
問
題
提
起
は
、
寛
平
・
延
喜
の
国
制
改
革
と
承

平
海
賊
を
関
連
づ
け
て
把
握
さ
れ
よ
う
と
す
る
点
、
『
紀
略
』
記
事
に
拘
束
さ
れ

ず
に
海
賊
の
展
開
過
程
を
再
検
討
さ
れ
た
点
で
す
ぐ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
著

に
つ
い
て
は
、
王
臣
家
人
対
策
が
も
っ
と
も
強
力
に
推
進
さ
れ
た
寛
平
～
延
喜
年

間
に
海
賊
が
発
生
せ
ず
、
承
平
年
間
に
な
っ
て
海
賊
が
政
治
問
題
化
す
る
現
実
を

明
快
に
説
明
で
き
な
い
。
ま
た
後
者
の
、
承
平
六
年
の
時
点
で
淑
人
は
追
捕
海
賊

使
の
地
位
を
退
い
て
い
た
、
と
い
う
理
解
は
、
『
尊
卑
分
脈
』
紀
淑
人
の
肩
書
き

「
承
平
六
正
七
従
四
下
　
依
拐
捕
海
賊
也
」
　
の
記
事
を
論
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
.

し
か
し
紀
淑
人
が
海
賊
追
捕
の
賞
に
よ
り
従
四
位
下
に
加
階
さ
れ
た
「
承
平
六
正

七
」
は
、
『
吏
部
王
記
』
承
平
六
年
三
月
某
日
条
に
み
え
る
純
友
の
伊
予
下
向
、

『
古
今
和
歌
集
目
録
』
の
紀
淑
人
の
履
歴
に
み
え
る
「
(
承
平
)
　
六
年
五
月
廿
六

日
依
為
追
捕
南
海
道
使
任
伊
予
守
兼
左
衛
門
権
佐
」
と
い
う
記
載
、
海
賊
平
定
を

報
告
す
る
『
紀
略
』
　
『
略
記
』
記
事
の
年
次
「
承
平
六
年
六
月
」
　
か
ら
判
断
し
て

誤
写
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
承
平
六
年
三
月
に
純
友
が
「
追
捕
宣
旨
」
　
を
蒙
っ
て

伊
予
に
下
向
し
、
五
月
二
十
六
日
に
紀
淑
人
が
追
捕
南
海
道
優
に
補
任
さ
れ
、
六

月
上
旬
に
平
定
国
解
が
提
出
さ
れ
'
そ
の
後
淑
人
が
海
賊
平
定
の
賞
と
し
て
従
四

位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
、
と
い
う
展
開
で
と
ら
え
る
な
ら
、
承
平
六
年
正
月
に
淑
人

が
「
坊
捕
海
賊
」
　
の
賞
を
給
与
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
へ

小
林
氏
に
よ
る
承
平
年
間
の
海
賊
平
定
過
程
の
再
構
成
に
は
同
意
で
き
な
い
。

f
'
/
.
)

つ
ぎ
に
福
田
豊
彦
氏
は
、
『
吏
部
王
記
』
記
事
を
も
と
に
承
平
六
年
の
事
態
の

展
開
を
以
下
の
よ
う
に
再
構
成
さ
れ
る
。
承
平
六
年
三
月
、
当
時
在
京
し
て
い
た

前
伊
予
接
純
友
は
党
を
率
い
て
伊
予
に
下
っ
て
内
陸
部
に
侵
攻
し
、
瀬
戸
内
一
帯

の
海
賊
を
結
集
し
た
が
　
(
日
振
島
で
瀬
戸
内
海
賊
連
合
観
兵
式
を
行
な
か
)
、
六

月
に
伊
予
守
-
追
捕
海
賊
使
と
し
て
着
任
し
た
淑
人
は
高
度
な
政
治
工
作
に
よ
っ

て
純
友
に
「
追
捕
宣
旨
」
を
発
給
し
、
配
下
の
海
賊
を
降
伏
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
そ
れ
は
純
友
に
と
っ
て
予
定
の
行
動
で
あ
っ
た
、
と
。
そ
し
て
承
平
六
年

海
賊
の
実
態
を
、
瀬
戸
内
の
運
輸
業
者
-
海
賊
た
ち
が
、
公
卿
た
ち
に
も
近
い
純

友
を
担
い
で
一
つ
の
政
治
勢
力
と
な
り
へ
新
し
い
社
会
的
位
置
付
け
を
得
よ
う
と

し
た
事
件
へ
　
と
と
ら
え
ら
れ
、
海
賊
平
定
過
程
の
政
治
的
意
味
を
'
国
家
の
側
か

ら
は
海
賊
集
団
を
国
家
の
貢
納
体
制
に
組
み
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
、
海
賊
た
ち

の
側
か
ら
み
れ
ば
、
純
友
の
海
賊
追
討
官
の
肩
書
き
を
背
景
に
瀬
戸
内
海
運
の
独

占
を
指
向
し
た
へ
　
と
解
さ
れ
る
。
氏
の
功
績
は
、
『
吏
部
王
記
』
記
事
を
は
じ
め

て
純
友
の
乱
研
究
に
活
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
拙
稿
「
『
藤
原
純
友

'

・

-

!

.

)

の
乱
』
再
検
討
の
た
め
の
一
史
料
」
　
で
詳
論
し
た
よ
う
に
、
氏
の
記
事
解
釈
に
は

無
理
が
あ
り
、
承
平
六
年
の
事
態
の
展
開
に
つ
い
て
の
氏
の
理
解
に
従
う
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
ま
た
、
私
は
、
海
賊
-
瀬
戸
内
海
運
業
者
と
い
う
と
ら
え
方
に
も

根
本
的
に
疑
問
を
い
だ
-
.
中
世
の
海
賊
衆
は
、
海
面
に
対
す
る
統
一
権
力
に
よ

ヽ
ー
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る
支
配
の
不
存
在
と
い
う
特
殊
な
条
件
の
も
と
で
、
一
定
海
域
内
の
船
舶
航
行
の

安
全
保
障
を
収
益
源
と
す
る
海
に
生
き
る
武
士
団
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
の
「
海

賊
」
は
そ
の
よ
う
な
社
会
集
団
概
念
で
は
な
-
'
あ
-
ま
で
国
家
権
力
が
認
定
し

た
、
海
を
舞
台
に
略
奪
(
強
盗
)
・
殺
害
を
犯
す
犯
罪
者
集
団
概
念
で
あ
る
。
平

安
中
期
、
中
央
政
府
-
国
衝
と
い
う
全
国
統
治
の
体
制
が
存
在
し
、
西
国
か
ら
京

へ
、
主
と
し
て
国
衝
か
ら
の
貢
約
と
い
う
形
式
で
海
運
に
よ
っ
て
物
資
が
流
れ
る

体
系
が
存
在
す
る
と
き
、
「
海
運
業
者
」
　
は
'
国
衝
の
貢
納
物
運
京
シ
ス
テ
ム
の

な
か
に
、
た
と
え
ば
「
綱
債
」
　
や
「
梶
取
」
　
と
し
て
組
織
さ
れ
る
道
を
選
ぶ
の
が

一
般
的
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
瀬
戸
内
海
を
武
力
で
制
圧
し
た
「
海
運
業
者
」
が
、

貢
上
物
の
輸
送
請
負
=
瀬
戸
内
運
輸
交
易
を
独
占
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
主
張
は
'

王
朝
国
家
段
階
の
瀬
戸
内
海
運
に
つ
い
て
の
私
の
認
識
か
ら
は
、
理
解
し
が
た
い
。

私
は
、
先
験
的
に
海
賊
を
海
運
業
者
と
認
定
し
て
か
か
る
こ
と
、
あ
る
い
は
海
運

問
題
1
般
を
承
平
甫
海
賊
の
主
要
契
機
と
見
る
こ
と
に
懐
疑
的
で
あ
る
。
海
運
と

の
関
連
を
追
究
す
る
に
し
て
も
、
あ
る
特
定
の
勢
力
が
軍
事
的
鎮
圧
を
あ
え
て
覚

悟
し
て
「
海
賊
」
活
動
の
挙
に
で
る
、
承
平
年
間
国
有
の
政
治
状
況
を
基
本
に
据

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

is:

つ
ぎ
に
'
松
原
弘
宣
氏
は
、
福
田
氏
の
海
賊
=
海
運
業
者
論
を
継
承
さ
れ
て
、

承
平
海
賊
を
西
瀬
戸
内
海
の
海
運
・
交
易
業
者
が
海
運
・
交
易
権
の
伸
張
を
め
ざ

し
て
お
こ
し
た
海
賊
活
動
と
理
解
さ
れ
、
そ
の
平
定
過
程
を
、
政
府
が
純
友
に

「
追
捕
宣
旨
」
を
与
え
伊
予
へ
派
遣
し
て
鎮
圧
し
た
へ
と
把
握
さ
れ
た
。
そ
し
て

そ
の
政
治
的
意
味
を
、
畿
内
を
拠
点
と
す
る
王
臣
家
に
つ
な
が
る
集
団
が
、
瀬
戸

内
-
京
師
の
海
運
・
交
易
権
の
独
占
的
維
持
の
た
め
に
、
伊
予
地
域
を
中
心
と
す

る
西
瀬
戸
内
海
の
海
賊
集
団
を
鎮
圧
・
組
織
化
し
た
も
の
、
と
読
み
取
ら
れ
た
。

は
た
し
て
西
準
戸
内
海
運
業
者
集
団
と
王
臣
家
に
組
織
さ
れ
た
畿
内
海
運
業
者
集

団
の
存
在
、
お
よ
び
両
者
の
対
立
を
想
定
し
う
る
か
。
あ
る
い
は
寛
平
・
延
喜
年

間
に
王
臣
家
の
自
立
化
を
抑
制
す
る
政
策
を
一
貫
し
て
採
っ
て
き
た
政
府
が
'
王

臣
家
に
組
織
さ
れ
た
海
運
業
者
を
支
援
し
て
地
方
海
運
業
者
を
抑
圧
す
る
、
と
い

う
構
図
を
想
定
し
う
る
だ
ろ
う
か
。

以
上
紹
介
し
て
き
た
近
年
の
研
究
動
向
に
対
し
て
、
私
は
、
『
紀
略
』
承
平
六

年
六
月
条
の
史
料
批
判
、
『
吏
部
王
記
』
承
平
六
年
三
月
某
日
条
の
解
釈
を
通
し

て
、
東
平
年
間
の
純
友
が
海
賊
首
の
立
場
で
は
な
く
、
む
し
ろ
平
定
側
の
中
心
人

物
の
ひ
と
り
_
で
あ
っ
た
こ
と
、
具
体
的
に
は
純
友
が
承
平
六
年
三
月
「
追
捕
宣
旨
」

を
蒙
り
伊
予
国
警
固
優
に
補
任
さ
れ
、
伊
予
に
下
向
し
て
海
賊
に
対
し
て
説
得
工

作
を
行
な
い
、
五
月
末
に
伊
予
守
兼
追
捕
南
海
道
俵
と
し
て
下
向
す
る
紀
淑
人
に

l
斉
投
降
さ
せ
る
お
膳
立
て
を
し
て
い
た
こ
と
へ
　
に
も
か
か
わ
ら
ず
紀
淑
人
が
海

賊
平
定
の
勲
功
賞
を
独
占
し
、
純
友
ら
実
際
の
勲
功
者
の
勲
功
申
請
は
無
視
さ
れ

た
こ
と
、
こ
こ
に
天
慶
二
年
十
二
月
の
純
友
蜂
起
の
一
つ
の
契
機
が
ひ
そ
ん
で
い

(
3
)

る
こ
と
、
を
主
張
し
た
。
そ
こ
で
は
ま
だ
、
海
賊
集
団
の
構
成
、
海
賊
行
為
の
目

的
な
ど
、
承
平
海
賊
の
実
態
に
踏
み
込
ん
だ
考
察
を
行
っ
て
は
い
な
い
。

だ
が
、
承
平
年
間
の
海
賊
の
実
態
に
つ
い
て
直
接
具
体
的
な
内
容
を
語
る
史
料

は
き
わ
め
て
乏
し
く
、
直
接
的
な
史
料
の
分
析
だ
け
で
一
定
の
結
論
を
引
き
出
す

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
十
世
紀
前
半
の
固
有
の
政
治
状
況
と
し
て
、
同
時
期
に

発
生
す
る
他
の
諸
問
題
と
の
内
的
連
関
を
探
り
出
し
て
追
究
す
る
ほ
か
方
法
は
な

い
。
そ
の
場
合
へ
　
い
か
な
る
問
題
が
現
実
に
海
賊
問
題
と
直
接
連
関
し
て
い
る
か

は
先
験
的
に
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
問
題
の
た
て
方
、
と
ら
え
方
如
何

に
よ
っ
て
は
'
と
ん
で
も
な
い
方
向
に
問
題
を
導
き
、
研
究
史
を
い
た
ず
ら
に
混

1
I
.
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乱
さ
せ
る
だ
け
に
お
わ
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
へ

あ
え
て
こ
の
課
題
に
取
り
範
も
う
と
す
る
の
は
う
　
1
つ
に
は
東
平
年
間
の
海
賊
問

題
が
、
十
世
紀
初
頭
の
国
制
改
革
、
王
朝
国
家
へ
の
転
換
と
不
可
分
の
関
係
を
有

す
る
と
予
想
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
右
の
ご
と
き

視
角
に
た
っ
て
、
承
平
南
海
賊
が
転
換
期
の
国
家
権
力
に
と
っ
て
い
か
な
る
性
質

の
政
治
課
題
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
展
開
・
鎮
圧
が
固
有
の
政
治
状
況
に
い
か
な
る

決
着
を
与
え
た
の
か
t
と
い
う
課
題
に
迫
り
た
い
と
思
う
。

二
、
承
平
南
海
賊

天
慶
二
年
五
月
十
五
日
へ
政
府
は
「
東
国
西
国
群
賊
惇
乱
事
」
に
よ
り
、
「
諸

社
並
東
海
東
山
両
道
明
神
臨
時
幣
烏
使
」
を
派
遣
し
た
が
、
そ
の
依
拠
し
た
先
例

は
、
「
去
延
喜
二
年
東
国
乱
へ
承
平
五
年
六
月
南
海
賊
」
の
例
で
あ
っ
た
(
『
本

朝
世
紀
』
)
。
つ
ま
り
、
天
慶
二
年
十
二
月
に
相
次
い
で
勃
発
す
る
将
門
・
純
友

の
乱
以
前
の
段
階
で
'
予
感
さ
れ
る
危
機
に
匹
敵
す
る
事
態
と
し
て
支
配
層
の
記

憶
に
生
々
し
く
焼
き
付
い
て
い
た
最
大
規
模
の
地
方
反
乱
は
、
「
延
喜
東
国
乱
」

と
「
承
平
南
海
賊
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
私
は
、
承
平
元
年
に
は
じ
ま
り

同
六
年
に
平
定
さ
れ
る
海
賊
を
「
承
平
南
海
賊
」
と
呼
び
、
天
慶
二
年
十
二
月
に

は
じ
ま
る
純
友
の
乱
と
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
「
東
平
南
海
賊
」

が
、
承
平
六
年
六
月
伊
予
守
追
捕
南
海
遣
使
紀
淑
人
と
伊
予
国
警
固
使
藤
原
純
友

に
よ
っ
て
平
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
前
稿
で
詳
論
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
'
「
東
平
南
海
賊
」
の
活
動
・
実
態
の
特
徴
を
残
さ
れ
た
わ
ず
か
な
史
料

か
ら
抽
出
す
れ
ば
、
第
一
に
へ
海
賊
の
活
動
地
域
お
よ
び
海
域
は
「
山
陽
諸
国
」

「
南
海
国
々
」
で
あ
る
が
、
と
-
に
具
体
的
な
国
名
が
現
れ
る
の
は
'
備
前
・
阿

(
1
2
)

波
・
伊
予
で
あ
る
。
海
賊
勢
力
は
、
こ
の
三
箇
国
を
主
要
な
拠
点
と
し
、
活
動
舞

台
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
第
二
に
、
海
賊
の
主
要
な
目
的
は
、
京
上
官
物
輸

送
船
や
国
衛
正
倉
を
襲
撃
し
て
'
官
物
・
不
動
穀
等
を
略
奪
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
0

『
扶
桑
略
記
』
承
平
六
年
夏
六
月
条
「
甫
海
道
賊
船
千
余
艇
浮
於
海
上
、
強
取
官

物
、
殺
害
人
命
、
仇
上
下
往
来
人
物
不
通
」
へ
同
書
同
五
年
正
月
九
日
条
「
去
年

之
末
,
盗
運
伊
予
国
喜
多
郡
不
動
三
千
余
石
」
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
第
三
に
、

海
賊
勢
力
は
、
ひ
と
り
の
英
雄
的
指
導
者
の
も
と
に
結
集
し
た
組
織
さ
れ
た
勢
力

'ォ;

で
は
な
く
へ
　
「
魁
帥
小
野
氏
寛
・
紀
秋
茂
・
津
時
成
等
、
合
冊
余
人
、
東
手
進
交

名
、
降
請
帰
伏
」
　
(
『
略
記
』
承
平
六
年
夏
六
月
条
)
の
よ
う
に
、
三
十
余
人
の

首
債
が
率
い
る
小
集
団
が
乱
立
し
、
各
個
に
活
動
し
て
い
た
と
み
ら
れ
7
三
と
で

あ
る
。
中
央
レ
ベ
ル
の
史
料
に
、
海
賊
指
導
者
の
個
人
名
が
で
て
こ
な
い
の
は
そ

の
た
め
で
あ
る
。
第
四
に
、
数
次
に
わ
た
る
追
捕
海
賊
債
や
諸
国
警
固
俵
の
派
遣

(
3
)

に
よ
る
政
府
の
武
力
鎮
圧
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
南
海
国
々
海
賊
未
従
追
捕
、

遍
満
」
　
(
同
上
三
年
十
二
月
十
七
日
条
)
、
「
頃
年
之
問
、
海
賊
未
随
追
捕
」

(
同
上
五
年
正
月
九
日
条
)
、
「
海
賊
未
平
伏
」
　
(
『
本
朝
世
紀
』
同
五
年
六
月

二
十
一
日
粂
)
の
文
言
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
長
期
に
わ
た
っ
て
頑
強
に
活
動
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
紀
淑
人
と
純
友
の
説
得

工
作
に
よ
っ
て
雪
崩
を
打
っ
て
投
降
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、

海
賊
活
動
の
背
景
・
実
体
・
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
示
唆
深
い
。
と
り
わ

け
へ
長
期
抵
抗
、
一
斉
投
降
と
い
う
行
動
は
、
海
賊
蜂
起
の
要
因
の
根
の
深
さ
と
、

そ
の
要
因
が
政
治
的
に
決
着
可
能
な
性
質
の
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
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私
は
こ
こ
で
、
承
平
三
年
十
二
月
十
七
日
に
「
南
海
国
々
海
賊
未
従
追
捕
、
遍

満
」
と
政
府
が
認
識
し
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
十
二
月
二
十
八
日
に
、
左
右
京

職
五
畿
七
道
諸
国
す
な
わ
ち
全
国
に
対
し
て
「
年
来
諸
衛
舎
人
仮
名
宿
衛
へ
狂
暴

是
好
、
召
集
党
与
祈
破
人
家
、
騒
動
之
間
へ
或
壊
財
貨
、
奉
勅
へ
自
今
以
後
若
致

違
犯
、
当
所
主
司
任
加
追
捕
、
論
以
強
盗
、
計
其
損
物
、
准
賊
行
之
」
と
い
う
内

(SI

容
の
太
政
官
符
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
同
じ
時
期
、
「
近
日
群

盗
滞
京
、
掠
人
物
」
　
(
『
略
記
』
承
平
元
年
二
月
八
日
条
)
、
「
近
日
群
盗
人
交

京
中
、
掠
取
人
物
」
　
(
同
承
平
三
年
正
月
二
十
三
日
粂
)
　
と
い
う
状
況
が
伝
え
ら

れ
て
お
り
へ
承
平
五
年
九
月
一
日
左
衛
門
少
尉
小
野
維
幹
ら
が
「
群
盗
十
三
人
」

を
捕
得
し
て
い
る
(
同
)
。
東
平
年
間
の
京
中
群
盗
の
活
発
な
動
き
を
示
唆
し
て

お
り
、
か
か
る
承
平
年
間
の
海
賊
蜂
起
と
京
中
群
盗
と
が
、
と
も
に
衛
府
舎
人
騒

動
と
深
-
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
京
畿

七
道
諸
国
を
対
象
に
追
捕
が
命
じ
ら
れ
た
、
衛
府
舎
人
の
「
強
盗
」
　
に
擬
せ
ら
れ

る
集
団
的
「
騒
動
」
と
は
、
官
符
発
給
に
関
与
し
た
公
卿
・
実
務
官
人
ら
に
と
っ

て
、
具
体
的
に
は
、
京
を
舞
台
と
す
る
群
盗
と
瀬
戸
内
海
(
山
陽
・
南
海
・
西
海
)

を
舞
台
と
す
る
海
賊
が
想
定
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
い
っ
た
ん
視
点

を
か
え
て
'
九
世
紀
末
以
降
の
転
換
期
に
お
け
る
部
内
居
住
衛
府
舎
人
問
題
に
つ

い
て
、
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

三
へ
九
世
紀
末
の
政
治
的
危
機
と
部
内
居
住
衛
府
舎
人
問
題

な
ぜ
、
十
世
紀
前
半
と
い
う
時
期
、
畿
内
・
瀬
戸
内
地
域
を
舞
台
に
、
衛
府
舎

人
が
集
団
的
に
「
腰
動
」
L
へ
　
「
強
盗
」
活
動
を
展
開
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の

特
徴
的
な
事
態
を
政
治
史
的
に
検
討
す
る
う
え
で
の
論
点
を
明
確
に
す
る
た
め
に

(
1
5
)

は
、
は
じ
め
に
『
延
喜
式
』
な
ど
の
諸
規
定
と
笹
山
晴
生
氏
の
研
究
を
も
と
に
、

九
世
紀
段
階
の
衛
府
舎
人
制
(
こ
こ
で
は
主
と
し
て
近
衛
を
取
り
上
げ
る
)
が
抱

え
て
い
た
制
度
上
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
、
衛
府
舎
人
の
基
本
的
任
務
は
、
第
l
に
内
裏
宿
衛
=
天
皇
の
身
辺
警
備
、

第
二
に
京
中
諸
門
の
警
衛
、
京
中
夜
行
へ
第
三
に
国
家
儀
礼
・
宮
廷
儀
礼
に
お
け

る
儀
伎
・
射
芸
そ
の
他
の
芸
能
へ
第
四
に
行
幸
供
奉
へ
第
五
に
列
立
・
行
進
・
射

芸
そ
の
他
の
芸
能
の
訓
練
な
ど
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
京
内
外
の
群
盗
追
捕
の
武

力
と
し
て
動
員
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
員
数
は
'
近
衛
が
左
右
各
四
〇
〇
人
、

】
唯
乃

兵
衛
が
左
右
各
四
〇
〇
人
、
計
一
、
六
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。
大
極
殿
に
臨
御
し
た

天
皇
に
対
し
'
朝
堂
院
広
場
に
列
立
し
た
全
官
人
お
よ
び
蕃
国
使
が
拝
礼
す
る
元

日
朝
賀
の
儀
以
下
の
「
大
儀
」
　
「
中
儀
」
　
「
小
儀
」
に
お
い
て
、
大
将
(
普
)
以

下
の
指
揮
の
も
と
、
き
ら
び
や
か
に
盛
装
し
た
近
衛
・
兵
衛
の
隊
列
は
'
鼓
吹
の

荘
重
な
演
奏
に
合
わ
せ
て
一
糸
乱
れ
ぬ
分
列
行
動
を
行
な
い
、
大
極
殿
の
南
階
下

に
整
然
と
列
立
す
る
(
左
近
衛
府
式
大
儀
条
)
。
大
量
の
天
皇
親
衛
軍
は
、
こ
の

よ
う
に
国
家
儀
礼
を
華
麗
か
つ
厳
粛
に
演
出
す
る
不
可
欠
の
舞
台
装
置
だ
っ
た
の

(S)

で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
衛
府
舎
人
の
特
権
ま
た
は
特
殊
な
地
位
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
l
に
、

経
済
的
特
権
と
し
て
課
役
免
除
と
「
大
横
米
」
受
給
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
「
考
」
を
積
ん
で
郡
司
・
諸
国
史
生
・
中
央
下
級
官
人
へ
の
道
が
開
か

(S)

れ
て
い
た
。
地
方
富
豪
層
が
衛
府
舎
人
を
望
む
の
は
、
一
つ
に
は
か
か
る
経
済
的
・

政
治
的
な
特
権
を
獲
得
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
第
三
に
任
用
規
定
を
み
る
と
、

)5′
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「
蔭
子
孫
」
　
「
散
位
位
子
留
省
」
　
「
勲
位
」
な
ど
の
資
格
を
帯
す
る
者
な
ら
「
本

府
」
の
「
試
」
　
(
テ
ス
ト
)
だ
け
で
、
「
外
考
」
　
「
白
丁
」
は
さ
ら
に
勅
使
の

「
覆
試
」
を
う
け
れ
ば
'
任
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
へ
衛
府
舎
人
補
任
・

解
任
権
は
実
質
的
に
「
本
府
」
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
(
兵
部
省
式
近
衛
条
)
。

九
世
紀
末
葉
へ
衛
府
舎
人
の
員
数
が
無
視
し
え
な
い
ほ
ど
に
増
加
し
て
い
く
の
は
、

そ
の
た
め
で
あ
る
。
第
四
に
、
諸
衛
府
は
舎
人
に
対
し
て
強
力
な
統
制
権
-
裁
判

権
を
有
し
て
お
り
、
京
職
・
諸
国
の
1
般
行
政
権
力
は
、
本
府
の
承
認
な
し
に
舎

(
1
9
)

人
を
追
捕
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
か
か
る
本
府
裁
判
権
は
、
京
職
・
諸
国

の
行
政
権
力
か
ら
衛
府
舎
人
を
保
護
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
五
に
、
本
府
の
「
牒
」

を
も
っ
て
京
-
諸
国
を
往
反
し
う
る
。
本
来
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
休
暇
に
よ
る
一

時
帰
国
や
相
撲
便
と
か
大
根
債
な
ど
特
別
の
使
命
を
与
え
ら
れ
た
場
合
に
「
牒
」

は
給
付
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
「
牒
」
が
乱
発
さ
れ
れ
ば
、
衛
府
舎
人
は
京
-
任

国
間
の
自
由
通
行
権
を
持
っ
て
い
る
に
等
し
-
な
る
。
第
六
に
'
衛
府
舎
人
は
京

(
8
)

中
「
近
衛
町
」
　
「
兵
衛
町
」
に
集
住
し
、
内
裏
宿
衛
な
ど
の
番
役
に
従
っ
た
。
衛

府
舎
人
が
こ
れ
ら
「
厨
町
」
に
集
住
L
へ
こ
こ
を
拠
点
に
本
来
の
諸
役
を
勤
任
し

て
い
る
か
ぎ
り
、
上
記
の
諸
特
権
(
本
府
補
任
権
、
本
府
裁
判
権
、
諸
国
往
反
権

な
ど
)
が
,
地
方
諸
国
に
お
け
る
国
司
に
よ
る
国
内
支
配
に
対
し
て
破
壊
的
に
作

用
す
る
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

9

と
こ
ろ
が
、
九
世
紀
末
へ
本
国
に
居
住
し
た
ま
ま
衛
府
舎
人
に
任
用
さ
れ
へ
番

役
勤
仕
を
僻
怠
し
な
が
ら
特
権
だ
け
を
最
大
限
に
享
受
し
、
国
司
の
支
配
か
ら
離

脱
せ
ん
と
す
る
、
地
方
富
豪
層
の
運
動
が
政
治
問
題
化
す
る
。
す
で
に
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
、
律
令
体
制
を
危
機
に
陥
れ
王
朝
国
家
体
制
へ
の
転
換
を
余
儀
な
く

US)

さ
せ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
王
臣
家
人
」
問
題
の
特
殊
な
一
側
面
で
あ
る
が
、
政
治
史

的
に
は
独
自
の
仕
方
で
展
開
し
て
い
-
問
題
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の
問
題
を
「
部

内
居
住
衛
府
舎
人
」
問
題
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
、
元
来
、
衛
府
舎
人
に
は
、
「
蔭
子
孫
」
　
「
式
部
兵
部
散
位
位
子
留
省
・

勲
位
」
　
「
外
考
・
白
丁
」
と
い
う
身
分
規
定
を
持
ち
、
特
殊
技
能
と
し
て
の
「
武

(

空

　

　

　

　

　

　

　

(

S

3

)

　

　

　

(

S

)

芸
」
に
練
達
し
た
「
便
習
弓
馬
著
」
　
「
武
芸
優
長
、
以
l
当
百
」
　
「
武
芸
人
」
の

社
会
的
評
価
を
う
け
て
い
る
人
々
を
任
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
実
態

が
、
地
方
の
有
力
農
民
、
富
豪
層
に
は
か
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
'
た
と
え
ば
衛

二
、
ご

府
舎
人
や
衛
府
下
級
官
人
の
生
態
に
つ
い
て
述
べ
た
記
事
の
な
か
で
「
豪
富
之
人
」
、

'

蝣

'

f

.

1

「
頗
有
資
産
」
　
「
妾
然
私
居
豊
殖
産
業
、
井
帯
位
息
肩
承
蔭
遊
手
之
輩
」
　
「
部
内

[ごl

強
豪
、
民
間
凶
暴
者
」
な
ど
と
評
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
富
豪

層
の
経
営
形
態
、
社
会
的
結
合
の
仕
方
へ
彼
ら
の
九
～
十
世
紀
に
お
け
る
政
治
運

動
と
そ
の
達
成
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
戸
田
芳
実
・
河
音
能
平
両
氏
が
精
力
的
に

(
8
)

解
明
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
富
豪
層
の
主
要
な
運
動
形
態
は
、
王
臣
家
と
政
治

的
に
結
合
し
て
国
司
支
配
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
'
衛
府
舎
人
に
な
る

こ
と
も
、
そ
の
l
特
殊
形
態
で
あ
っ
た
.
そ
こ
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な

る
の
が
、
衛
府
舎
人
の
補
任
規
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
へ
　
「
蔭
子
孫
」
　
「
散
位
位

子
留
省
」
の
身
分
規
定
を
持
つ
者
は
'
「
本
府
」
の
「
試
」
だ
け
で
採
用
で
き
た
。

採
用
に
お
け
る
か
か
る
「
本
府
」
裁
量
権
こ
そ
へ
衛
府
舎
人
の
員
数
の
と
め
ど
も

な
い
増
加
の
手
続
き
上
の
条
件
で
あ
っ
た
。
「
国
司
依
法
、
勘
乱
其
葦
へ
則
駿
奔

(
8
)

入
洛
、
即
納
銭
貨
、
買
為
宿
衛
」
の
記
事
は
、
「
本
府
」
に
「
銭
貨
」
を
納
め
て

衛
府
舎
人
の
地
位
を
獲
得
し
'
国
司
支
配
か
ら
離
脱
せ
ん
と
す
る
地
方
富
豪
層
の

ヽ

~

1

6

L
/



動
向
を
描
き
だ
し
て
い
る
。
「
本
府
」
　
の
側
に
も
富
豪
層
の
「
銭
貨
」
　
に
期
待
せ

(
8
)

ざ
る
を
え
な
い
事
情
が
あ
っ
た
o
　
「
軸
称
徴
頴
、
不
行
大
根
へ
無
宛
封
粗
」
　
「
田

租
春
米
之
国
・
・
・
或
国
司
等
索
道
格
式
・
・
・
不
動
備
租
春
之
色
・
・
・
諸
衛

(
3
1
)

大
根
逐
日
難
納
」
　
と
あ
る
よ
う
に
、
十
世
紀
初
頭
、
大
根
米
指
定
国
の
僻
怠
に
よ
っ

て
諸
衛
府
の
財
源
で
あ
る
大
根
米
が
納
入
さ
れ
な
い
現
実
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

諸
衛
府
の
側
と
し
て
も
う
財
源
確
保
の
た
め
に
舎
人
任
用
権
を
濫
用
せ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
「
本
府
」
の
意
息
と
は
無

関
係
に
、
兵
部
省
の
史
生
・
書
生
に
贈
賄
し
て
「
勘
籍
」
を
受
け
、
不
正
に
採
用

資
格
を
取
得
し
て
衛
府
舎
人
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
、
公
然
と
行
わ
れ
る
よ
う
に

(盟)

な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
正
員
舎
人
数
を
は
る
か
に
越
え
る
員
外
舎
人
が
生
ま
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

(
8
)

と
り
わ
け
へ
大
横
米
国
は
「
縁
海
之
国
」
　
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。
近
衛
府
の
場

1
-
M

合
、
播
磨
・
伊
予
・
讃
岐
・
備
前
が
確
認
さ
れ
る
。
か
か
る
「
縁
海
国
」
　
で
は
、

大
横
米
を
確
保
し
ょ
う
と
す
る
「
本
府
」
　
と
国
衝
に
正
税
を
取
ら
れ
ま
い
と
す
る

(
3
5
)

富
豪
層
の
利
害
が
1
致
し
、
「
此
国
(
播
磨
)
百
姓
過
半
是
六
衛
府
舎
人
」
と
評

さ
れ
る
ほ
ど
の
莫
大
な
部
内
居
住
衛
府
舎
人
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
昌
泰
四
年

(
九
〇
l
)
閏
六
月
二
十
五
日
官
符
所
引
播
磨
国
司
解
は
、
「
屠
住
所
部
六
衛
府

舎
人
」
　
の
生
態
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

初
府
牒
出
国
以
後
へ
偏
称
宿
衛
不
備
課
役
へ
領
作
田
崎
不
受
正
税
、
無
道
為

宗
、
対
揮
国
郡
、
或
所
作
田
稲
苅
収
私
宅
之
後
、
毎
其
倉
星
争
懸
勝
札
へ
称

本
府
之
物
、
号
勢
家
之
稲
、
或
事
不
獲
巳
、
収
納
使
認
徴
之
時
、
不
弁
是
非
、

捕
以
凌
蝶
、
動
召
群
党
へ
　
窓
作
濫
悪
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
百
姓
」
　
は
'
い
っ
た
ん
衛
府
舎
人
の
任
用
を
認
め
る

「
(
本
)
府
牒
」
が
国
に
出
さ
れ
る
と
う
在
国
し
な
が
ら
「
宿
衛
」
だ
と
称
し
て

「
課
役
」
を
納
め
ず
、
公
田
を
詩
作
し
な
が
ら
「
正
税
(
利
稲
)
」
を
納
め
ず
、

国
郡
の
強
制
執
行
に
対
し
て
あ
く
ま
で
拒
絶
す
る
。
す
な
わ
ち
具
体
的
に
は
、
請

作
公
田
の
穫
稲
を
「
私
宅
」
　
に
納
め
て
「
倉
屋
」
ご
と
に
「
牌
札
」
を
懸
け
て

「
本
府
之
物
」
だ
と
強
弁
L
へ
郡
郷
単
位
に
派
遣
さ
れ
た
「
収
納
便
」
が
収
納
状

況
の
調
査
を
行
い
、
未
進
分
の
追
徴
を
行
お
う
と
「
倉
屋
」
検
封
に
向
か
う
と
'

そ
れ
に
対
抗
し
て
「
群
党
」
を
集
め
「
収
納
使
」
を
捕
縛
し
て
集
団
的
に
「
凌
蝶
」

(
=
暴
行
)
を
加
え
る
、
と
い
う
事
態
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

「
本
府
之
物
」
と
い
う
衛
府
舎
人
の
主
張
に
注
目
し
た
い
。
衛
府
舎
人
と
な
っ
た

百
姓
の
請
作
公
田
穫
稲
は
い
か
に
強
弁
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
ま
ま
で
は
「
本
府

之
物
」
と
主
張
し
う
る
な
ん
ら
の
法
的
正
当
性
は
あ
り
え
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
束
硬
に
「
本
府
之
物
」
と
主
張
す
る
の
は
、
そ
の
国
が
負
担
す
べ
き
「
大
根

米
」
の
累
積
し
た
欠
負
未
納
を
自
分
た
ち
が
肩
代
り
し
て
い
る
と
い
う
論
理
に
も

と
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
播
磨
国
の
よ
う
な
大
根
米
国
た
る
「
縁
海
之
国
」

に
、
膨
大
な
衛
府
舎
人
が
出
現
す
る
の
は
、
「
大
横
米
」
欠
負
未
納
問
題
を
媒
介

に
国
衝
の
収
奪
か
ら
自
己
の
作
田
穫
稲
を
守
り
抜
こ
う
と
す
る
「
百
姓
」
=
富
豪

層
の
運
動
の
所
産
と
み
て
よ
い
。
そ
れ
は
封
物
未
納
を
口
実
と
す
る
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
、
王
臣
家
人
と
な
っ
た
富
豪
層
に
よ
る
作
田
の
「
王
臣
家
庄
」
化
運
動

と
同
一
の
現
象
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
部
内
居
住
衛
府
舎
人
の
反
国
衝
運
動
に
対
し
て
'
国
司
は
続
け
て
'

調
庸
過
期
末
進
、
正
税
違
法
返
挙
、
前
後
之
吏
遷
替
之
時
、
件
未
進
退
挙
等

色
、
勘
負
前
司
、
遂
為
無
実
、
官
物
欠
失
、
国
宰
麗
辞
へ
許
此
強
梁
、
安
期

興
復
、

)7
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と
、
部
内
支
配
の
深
刻
な
危
機
を
表
明
し
て
い
る
。
国
司
の
現
状
認
識
で
は
、
部

内
居
住
衛
府
舎
人
の
国
務
対
拝
運
動
が
'
交
替
時
に
前
司
が
責
任
追
究
さ
れ
る
調

庸
未
進
・
官
物
欠
矢
の
主
要
な
原
因
、
危
機
の
元
凶
で
あ
り
、
彼
ら
の
「
強
梁
」

を
放
置
す
る
か
ぎ
り
国
司
に
よ
る
国
内
支
配
の
「
興
復
」
は
不
可
能
だ
、
と
言
い

切
っ
て
い
る
。
国
司
は
'
部
内
居
住
衛
府
舎
人
の
特
権
否
定
へ
国
司
支
配
へ
の
包

摂
こ
そ
、
現
下
の
危
機
克
服
の
た
め
の
緊
急
課
題
で
あ
る
、
と
政
府
に
強
力
に
働

き
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
九
世
紀
末
の
段
階
で
、
と
り
わ
け
「
縁
海
」
大
根
米
国
に
お
い

て
は
、
部
内
居
住
衛
府
舎
人
の
国
務
対
揮
運
動
が
'
国
司
の
国
内
支
配
を
揺
る
が

し
,
調
庸
未
進
・
官
物
欠
朱
の
主
要
原
因
と
認
識
さ
れ
、
衛
府
舎
人
問
題
の
解
決

が
、
政
治
的
危
機
を
克
服
し
、
国
内
支
配
を
再
建
す
る
た
め
の
基
本
的
課
題
の
1

つ
と
し
て
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

四
,
寛
平
～
延
書
の
国
制
改
革
と
部
内
居
住
衛
府
舎
人
政
策

i
.
1
L
.
I

そ
れ
で
は
、
九
世
紀
末
～
十
世
紀
初
頭
す
な
わ
ち
寛
平
～
延
喜
年
間
の
政
府
-

国
司
は
、
衛
府
舎
人
問
題
に
対
し
て
、
い
か
な
る
政
策
に
よ
っ
て
対
応
し
た
の
だ

ろ
う
か
。

寛
平
～
延
喜
の
国
制
改
革
は
、
従
来
、
国
衝
支
配
下
の
土
地
制
度
・
収
取
体
系

(
8
)

の
面
か
ら
解
明
さ
れ
て
き
た
が
、
中
央
レ
ベ
ル
で
も
、
徐
々
に
変
質
し
て
き
た
政

務
・
儀
礼
を
再
編
・
体
系
化
し
、
そ
れ
に
照
応
す
る
機
構
改
革
・
行
政
改
革
が
行

わ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
政
務
・
儀
式
の
場
が
内
裏
に
移
行
し
、
天
皇
の
日
常
的
屠

所
の
内
裏
清
涼
殿
が
政
務
の
場
と
な
る
に
つ
れ
て
'
機
構
面
で
は
蔵
人
所
の
機
能
・

組
織
が
拡
大
し
、
儀
礼
で
は
「
朝
堂
院
」
を
舞
台
に
全
官
人
が
列
席
す
る
壮
大
な

国
家
儀
礼
が
衰
退
し
、
内
裏
を
舞
台
に
天
皇
と
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
臣
従
関
係
に
支

え
ら
れ
た
少
数
の
殿
上
人
に
よ
る
宮
廷
儀
礼
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。
元
日
朝
賀

】蜘E

儀
か
ら
中
朝
拝
へ
の
変
化
は
そ
の
端
的
な
表
れ
で
あ
る
。

か
か
る
変
化
が
近
衛
府
に
い
か
な
る
具
体
的
な
変
容
を
も
た
ら
し
た
か
に
つ
い

て
は
今
後
の
研
究
を
待
ち
た
い
が
、
当
面
、
次
の
点
は
指
摘
し
う
る
だ
ろ
う
。
第

一
に
、
儀
礼
体
系
の
小
規
模
化
、
宮
廷
で
の
遊
宴
化
に
よ
り
、
近
衛
舎
人
の
大
規

模
隊
列
に
よ
る
分
列
行
進
を
行
う
機
会
は
し
だ
い
に
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
第
二

に
、
殿
上
を
統
括
す
る
蔵
人
所
の
権
限
が
'
内
裏
の
宿
衛
に
ま
で
及
ぶ
よ
う
に
な

り
,
寛
平
年
間
に
頭
中
将
指
揮
下
の
「
滝
口
の
武
士
」
が
内
裏
宿
衛
の
親
衛
隊
と

(
8
)

し
て
設
置
さ
れ
、
近
衛
舎
人
は
内
裏
宿
衛
の
任
務
か
ら
し
だ
い
に
排
除
さ
れ
て
い
っ

た
。
第
三
に
、
上
記
の
点
と
密
接
に
関
連
し
て
'
従
来
不
明
確
で
重
な
り
合
っ
て

い
た
六
衛
府
の
権
限
・
任
務
は
、
こ
の
時
期
大
幅
に
整
理
・
統
合
さ
れ
た
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
九
世
紀
後
半
ま
で
見
ら
れ
る
近
衛
に
よ
る
京
内
外
で
の
犯
人
追
捕
・

京
中
夜
行
(
パ
ト
ロ
ー
ル
)
の
事
例
が
、
十
世
紀
に
入
る
と
し
だ
い
に
消
滅
し
て

い
き
、
衛
門
府
宮
人
で
構
成
さ
れ
る
検
非
違
使
に
追
捕
・
検
断
機
能
が
集
中
す
る
。

近
衛
府
は
宮
廷
儀
礼
の
儀
伎
・
芸
能
(
射
芸
・
馬
芸
・
舞
楽
)
だ
け
に
、
そ
の
任

(刀)

務
を
純
化
さ
せ
て
い
く
。

右
の
よ
う
な
天
皇
親
衛
軍
-
衛
府
制
度
の
大
幅
な
改
編
に
よ
り
へ
正
員
舎
人
左

右
各
四
〇
〇
人
へ
そ
の
二
倍
に
達
す
る
員
外
舎
人
を
擁
す
る
近
衛
・
兵
衛
の
両
府

は
、
大
量
の
余
剰
人
員
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
り
、
こ
の
余
剰
人
員
を
新
た
な
儀

礼
体
系
に
照
応
す
る
員
数
に
ま
で
、
い
か
に
削
減
し
て
い
-
か
が
重
要
な
政
策
課

ヽ

ヽ

1
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題
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
輿
直
司
支
配

を
危
幾
に
陥
れ
て
い
た
の
も
'
部
内
居
住
衛
府
舎
人
問
題
で
あ
っ
た
。
衛
府
舎
人

問
題
の
解
決
は
、
中
央
政
府
と
国
司
の
共
通
の
緊
急
課
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
,
「
左
右
近
衛
長
上
十
五
年
、
番
上
升
年
為
限
、
毎
季
各
二
人
へ
左
右
兵

衛
各
一
人
,
左
右
衛
門
隔
年
各
一
人
へ
任
諸
国
史
生
」
　
(
延
喜
式
部
省
式
)
、

「
始
自
舎
人
至
判
官
者
、
積
四
五
十
年
」
　
(
寛
平
御
遺
戒
)
と
あ
る
よ
う
に
、
衛

府
舎
人
の
ポ
ス
ト
は
'
地
方
富
豪
層
に
と
っ
て
官
人
と
し
て
出
身
し
て
い
く
た
め

の
貴
重
な
ス
テ
ッ
プ
な
の
で
あ
り
、
い
っ
た
ん
任
用
し
た
衛
府
舎
人
を
一
方
的
に

解
任
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
一
方
へ
前
記
の
よ
う
に
、
諸
衛
府
に
と
っ
て

舎
人
補
任
権
は
同
時
に
収
益
権
で
も
あ
り
、
政
府
の
意
向
は
本
府
に
対
し
て
な
か

な
か
徹
底
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
実
務
派
官
人
三
善
清
行
が
、
延
喜
十
四
年

(
九
一
四
)
　
に
提
出
し
た
「
意
見
十
二
箇
条
」
の
な
か
で
、

(
二
カ
)

臣
伏
見
去
延
喜
元
年
官
符
、
己
禁
権
貴
之
規
銅
山
川
へ
勢
家
之
侵
奪
田
地
、

菱
州
郡
之
税
蘇
、
除
兆
庶
之
盤
蟹
、
吏
治
易
施
、
民
居
得
安
へ
但
猶
凶
暴
邪

悪
者
、
悪
僧
与
宿
衛
也
、

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
'
延
喜
二
年
(
九
〇
二
)
の
国
制
改
革
に
よ
っ
て
、
国
司

の
国
内
支
配
を
危
機
に
陥
れ
て
い
た
も
う
一
つ
の
課
題
で
あ
る
「
王
臣
家
庄
」
問

題
(
そ
の
背
景
に
は
富
豪
層
の
王
臣
家
人
化
運
動
が
あ
っ
た
)
は
基
本
的
に
は
決

着
が
つ
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
衛
府
舎
人
問
題
は
い
ま
だ
未
解
決
で
あ
る
と
の

現
状
認
識
に
、
こ
の
問
題
の
根
の
深
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

2

そ
こ
で
次
に
、
寛
平
～
延
喜
年
間
を
中
心
に
中
央
政
府
-
国
司
が
行
っ
た
衛
府

舎
人
政
策
を
な
が
め
て
み
よ
う
。

政
府
は
、
寛
平
年
間
か
ら
衛
府
舎
人
政
策
を
打
ち
出
し
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、

寛
平
三
年
(
八
九
一
)
十
二
月
へ
本
府
の
申
請
を
そ
の
ま
ま
認
可
し
て
い
る
う
ち

に
「
殆
倍
本
数
」
と
い
う
ま
で
に
膨
れ
上
が
っ
た
「
員
外
舎
人
数
」
を
近
衛
各
二

1

9

)

〇
〇
人
、
兵
衛
各
二
〇
〇
人
、
門
部
各
一
〇
〇
人
に
制
限
す
る
官
符
が
出
さ
れ
た
。

つ
い
で
同
六
年
十
一
月
、
諸
衛
府
に
対
し
、
正
員
郡
司
兼
帯
衛
府
舎
人
は
解
却
言

上
,
国
司
が
自
己
の
裁
量
に
よ
っ
て
補
任
し
て
い
る
擬
任
郡
司
の
場
合
は
国
司
か

(
9
)

ら
申
請
(
交
名
注
進
だ
ろ
う
)
が
あ
り
次
第
へ
即
時
解
却
を
命
じ
て
い
る
。
郡
司

が
「
宿
衛
」
と
称
し
て
「
公
事
」
を
防
げ
る
ロ
実
を
封
じ
る
こ
と
が
、
「
分
憂
之

吏
」
　
(
-
国
司
)
に
と
っ
て
「
施
治
之
便
」
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
員
外
舎
人
の

定
員
化
=
定
員
外
の
員
外
舎
人
の
削
減
、
郡
司
兼
帯
舎
人
の
解
任
は
、
国
司
の
要

請
に
そ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
'
他
方
、
謹
厳
に
宿
衛
の
任
を
勤
め
て
い
る
と
の
評

判
の
高
い
舎
人
に
対
し
て
は
、
叙
位
・
兼
国
(
国
司
俸
禄
の
支
給
)
・
質
物
な
ど

(
9
)

破
格
の
優
遇
措
置
を
と
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
お
り
、
寛
平
年
間
の
政
府
は
、
優

良
舎
人
と
不
良
舎
人
の
弁
別
、
優
良
舎
人
の
破
格
優
遇
と
不
良
舎
人
の
処
分
、
と

い
う
態
度
を
は
っ
き
り
と
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
寛
平
九
年
七
月
四
日

こ
ま
、

ヽ

〃

H

t

ー

H

v

-

始
定
四
衛
府
小
鮒
日
次
御
賛
、
左
兵
衛
師
堀
右
兵
衛
撃
左
衛
門
撃
右
衛

門
聖
者
、
今
案
十
隻
以
上
、
申
廿
隻
己
下
也
、
若
無
鮒
著
、
申
其
由
於
蔵

人
,
随
其
処
分
、
以
他
物
進
之
、
又
若
御
精
進
者
、
預
仰
其
由
、
以
雑
菜
令

進
之
、

と
あ
る
よ
う
に
、
左
右
兵
衛
府
・
左
右
衛
門
府
に
「
日
次
御
賛
」
と
し
て
「
小
鮒
」

(?)

皇
只
進
さ
せ
る
制
度
が
は
じ
ま
っ
た
。
衛
府
に
大
井
川
・
桂
川
で
の
鮒
の
漁
業
権

I
B
B
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を
与
え
「
四
府
供
御
所
」
　
と
し
、
有
閑
の
余
剰
舎
人
の
l
部
を
蔵
人
所
所
管
の

「
狩
取
」
　
と
し
て
再
編
し
た
の
だ
ろ
う
。

延
喜
年
間
に
入
る
と
'
国
司
の
側
か
ら
の
積
極
的
な
嘆
願
-
提
言
に
も
と
づ
い

て
、
政
府
は
'
部
内
居
住
衛
府
舎
人
に
対
す
る
国
司
の
行
政
的
支
配
権
を
強
化
す

る
政
策
を
と
る
よ
う
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
元
年
(
七
月
十
五
日
改
元
)
閏
六
月
二
十
五
日
へ
播
磨
国
司
の
申

請
に
も
と
づ
き
、
「
班
収
正
税
へ
尤
拠
桝
田
」
　
「
既
為
所
部
之
民
へ
何
拝
宰
吏
之

政
」
と
の
認
識
に
立
っ
て
'
諸
国
司
に
部
内
居
住
衛
府
舎
人
の
桝
田
数
に
応
じ
た

(
3
)

官
物
収
納
権
、
対
弾
着
の
「
捕
身
及
録
名
言
上
」
権
を
与
え
た
。
国
司
か
ら
「
録

名
言
上
」
を
う
け
た
政
府
は
、
罪
名
を
審
理
し
て
、
「
重
」
な
ら
ば
「
解
却
」
、

「
軽
」
な
ら
ば
「
科
罪
」
　
の
う
え
「
未
進
官
物
」
　
の
「
貢
納
」
を
命
じ
る
と
い
う

方
針
を
宣
言
し
た
。
そ
れ
は
、
部
内
居
住
衛
府
舎
人
の
「
私
宅
」
を
国
衝
の
徴
税

単
位
た
る
「
負
名
」
　
に
編
成
し
て
い
-
こ
と
の
法
的
根
拠
と
な
る
。

翌
二
年
四
月
、
河
内
二
二
河
・
但
馬
等
国
司
が
共
同
で
、
「
夫
普
天
之
下
無
非

王
土
、
率
土
之
民
何
拒
公
役
」
と
い
う
王
土
王
民
の
論
理
の
も
と
に
、
部
内
に
居

住
し
宿
衛
を
勤
仕
し
な
い
「
六
衛
府
舎
人
」
を
、
「
本
職
」
　
に
従
わ
な
い
諸
司
史

生
使
部
・
院
官
王
臣
家
人
・
散
位
位
子
ら
と
と
も
に
、
国
司
の
「
任
中
一
度
」

「
雑
役
」
　
に
差
役
す
る
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
そ
の
つ
ど
申
請
し
て
裁
可

を
得
る
の
で
は
な
く
、
「
恒
例
」
と
し
て
許
可
し
て
も
ら
い
た
い
と
請
願
し
、
全

(
4
5
)

国
的
法
令
と
し
て
裁
許
さ
れ
た
。
国
司
が
彼
ら
に
期
待
す
る
「
雑
役
」
　
の
内
容
は
、

主
と
し
て
綱
債
な
ど
に
差
使
し
貢
納
物
を
運
京
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
彼

ら
の
「
資
産
」
　
「
豊
殖
産
業
」
と
称
す
る
蓄
財
と
「
息
肩
」
　
「
遊
手
之
徒
」
と
評

せ
ら
れ
る
余
暇
を
活
用
し
、
中
央
へ
の
貢
納
を
請
け
負
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
政
策
は
国
司
の
調
庸
物
・
封
物
未
進
を
解
消
す
る
う
え
で
大
き
な

成
果
を
も
た
ら
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
他
方
で
、
京
上
請
け
負
い
を
通
じ
て
へ
富

豪
層
と
一
般
百
姓
と
の
間
の
前
貸
し
ま
た
は
債
権
に
も
と
づ
-
隷
属
関
係
を
体
制

的
に
公
認
し
た
点
で
も
重
要
な
転
換
で
あ
る
。
「
封
家
之
人
」
に
は
封
主
へ
の
対

物
運
上
に
「
差
役
」
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
方
針
が
「
大
根
米
国
」
　
に
居
住
す

る
衛
府
舎
人
に
適
用
さ
れ
れ
ば
、
「
大
根
米
」
の
運
京
請
け
負
い
の
公
認
に
つ
な

が
る
.
「
大
頬
米
国
」
　
の
衛
府
舎
人
が
遅
-
ま
で
活
動
し
、
海
賊
化
し
て
い
く
よ

り
ど
こ
ろ
は
、
こ
の
点
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
'
国
衝
が
「
六
衛
府
舎
人
」
を
は
じ
め
と
す
る
「
雑
色
人
」
を
「
雑
役
」

に
「
差
使
」
す
る
の
は
、
貢
納
物
運
京
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
申
請
に

ょ
れ
ば
、
「
貞
観
以
来
諸
国
例
」
と
し
て
彼
ら
「
難
色
人
」
を
「
進
官
留
国
雑
役
」

に
「
差
使
」
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
こ
に
「
留
国
雑
役
」
と
い
う
の
は
、
国
庁
に

出
勤
し
て
文
書
・
帳
簿
を
作
成
・
保
管
・
勘
申
す
る
文
書
事
務
、
検
田
使
・
収
納

俵
な
ど
国
使
と
な
っ
て
部
内
郡
郷
へ
入
部
し
、
郡
司
刀
祢
ら
を
指
揮
し
て
の
検
田
・

収
納
事
務
な
ど
が
中
心
で
あ
っ
た
と
考
え
て
大
過
あ
る
ま
い
。
頁
納
物
運
京
、
国

庁
で
の
文
書
事
務
、
国
俵
と
し
て
の
国
務
遂
行
は
、
十
世
紀
に
入
っ
て
姿
を
現
す

(
3
)

「
判
官
代
」
　
な
ど
の
肩
書
き
を
も
つ
「
在
庁
官
人
」
　
に
他
な
ら
な
い
。

延
喜
の
国
制
改
革
の
一
部
を
構
成
す
る
右
の
二
つ
の
政
策
に
よ
っ
て
、
部
内
居

住
衛
府
舎
人
の
肩
書
を
持
つ
富
豪
層
の
多
-
は
「
負
名
」
体
制
を
受
け
入
れ
、
国

衝
「
雑
色
人
」
-
「
在
庁
官
人
」
と
し
て
生
き
る
道
を
選
択
し
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
政
策
で
は
、
衛
府
舎
人
の
肩
書
ま
で
剥
奪
す
る
方
針
は
示
さ
れ

て
い
な
い
し
、
私
の
推
論
に
誤
り
な
け
れ
ば
、
「
大
根
米
」
　
の
運
京
請
け
負
い
を

国
衝
か
ら
公
認
さ
れ
さ
え
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
不
徹
底
さ
は
、
一
応
は
国

ヽ
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衝
支
配
を
受
容
し
た
衛
府
舎
人
た
ち
に
相
対
的
自
立
性
を
留
保
さ
せ
へ
諸
特
権
を

背
景
と
す
る
反
国
司
運
動
を
根
絶
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

延
菩
九
年
十
月
、
政
府
は
、
「
五
畿
内
七
道
諸
国
」
に
対
し
、
「
所
居
住
之
宿

衛
等
」
の
「
貫
属
」
　
(
居
住
郡
郷
)
を
「
注
」
し
、
「
官
符
」
到
来
後
二
十
日
以

:
t
s
乃

内
に
「
言
上
」
す
る
よ
う
指
令
し
た
o
　
こ
の
政
策
の
意
図
に
つ
い
て
「
宣
旨
」
の

文
言
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
が
'
お
そ
ら
-
、
大
規
模
な
舎
人
削
減
計
画
に
も
と

づ
き
、
国
司
が
注
進
し
た
部
内
居
住
衛
府
舎
人
「
交
名
」
と
本
府
が
注
進
し
た
舎

人
「
交
各
」
を
勘
合
し
、
宿
衛
・
供
節
を
勧
め
て
い
な
い
名
義
だ
け
の
舎
人
を
解

却
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
政
府
に
よ
っ
て
、
全
国
的
規
模
で
、
厳

格
な
資
格
審
査
に
も
と
づ
く
大
量
解
却
の
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
'
あ
く
ま
で

「
宿
衛
」
　
「
供
節
」
　
の
誇
り
と
諸
特
権
に
こ
だ
わ
り
つ
づ
け
る
部
内
居
住
衛
府
舎

人
に
大
き
な
衝
撃
と
脅
威
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
締
め
付
け
政
策

が
強
化
さ
れ
る
な
か
で
、
衛
府
舎
人
た
ち
の
一
部
は
「
或
帥
徒
党
、
而
劫
囲
国
府
、

(?)

或
奮
老
拳
へ
以
凌
辱
官
長
」
と
い
う
、
過
激
な
反
国
衝
武
力
闘
争
を
展
開
す
る
よ

う
に
な
る
。

延
喜
十
四
年
へ
三
善
清
行
は
「
意
見
十
二
箇
条
」
の
な
か
で
'
諸
衛
府
舎
人
の

本
国
帰
任
を
禁
止
す
る
こ
と
、
1
時
帰
国
の
際
に
は
、
本
府
か
ら
休
暇
日
数
を
明

示
し
た
.
「
牒
」
を
発
行
し
て
も
ら
っ
て
国
衛
に
提
示
し
、
期
限
を
過
ぎ
て
な
お
居

留
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
即
時
に
解
任
し
て
「
本
府
」
に
報
告
す
る
権
限
を
国
司

に
付
与
す
る
こ
と
へ
　
の
二
点
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
提
案
は
政
策
化
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
へ
従
来
「
本
府
」
だ
け
が
掌
超
し
て
い
た
舎
人
解

却
権
を
、
諸
国
居
住
衛
府
舎
人
に
限
り
、
実
質
的
に
国
司
が
握
る
こ
と
に
な
っ
た
0

こ
う
し
て
ま
す
ま
す
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
諸
国
居
住
衛
府
舎
人
は
「
年
来
諸
衛
舎

入
仮
名
宿
衛
、
狂
暴
是
好
、
招
集
党
与
析
破
人
家
へ
騒
動
之
問
、
或
壊
財
貨
」
と

評
さ
れ
る
よ
う
な
破
壊
活
動
を
展
開
し
、
つ
い
に
承
平
三
年
十
二
月
二
十
八
日
、

「
当
所
主
司
任
加
追
捕
、
論
以
強
盗
、
計
其
損
物
へ
准
臓
行
之
」
と
い
う
官
符
が

1

4

)

左
右
京
職
五
畿
内
七
道
諸
国
に
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
府
が

正
式
に
解
却
し
て
い
な
い
現
任
の
衛
府
舎
人
の
「
騒
動
」
を
国
司
は
「
強
盗
」
と

認
定
し
て
追
捕
す
る
法
的
根
拠
を
与
え
ら
れ
た
。
と
き
に
'
瀬
戸
内
海
で
は
「
南

海
国
々
海
賊
未
従
追
捕
、
遍
満
云
々
」
と
い
う
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
同
じ
く
十

二
月
十
七
日
、
政
府
は
海
賊
追
捕
の
た
め
「
国
々
警
固
使
」
を
任
命
し
た
(
『
略

記
』
)
。
衛
府
舎
人
「
騒
動
」
と
「
海
賊
逼
満
」
、
衛
府
舎
人
追
捕
政
策
と
「
国
々

警
固
使
」
派
遣
は
'
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
と
思
う
。

「
承
平
南
海
賊
」
平
定
の
後
、
部
内
居
住
衛
府
舎
人
抑
圧
政
策
は
み
ら
れ
な
い
。

「
承
平
南
海
賊
」
平
定
に
よ
っ
て
、
部
内
居
住
衛
府
舎
人
問
題
は
基
本
的
に
決
着

を
み
た
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
寛
平
年
間
以
来
の
衛
府
舎
人
政
策
を
整
理
す
れ
ば
'
(
一
)

員
数
削
減
-
・
員
外
舎
人
の
定
数
規
制
に
始
ま
り
へ
郡
司
兼
帯
舎
人
の
解
却
'

国
務
対
揮
舎
人
の
交
名
注
進
・
解
却
、
諸
国
居
住
舎
人
の
交
名
注
進
・
解
却
'
国

司
へ
の
諸
国
居
住
舎
人
解
却
権
委
譲
。
(
二
)
優
良
舎
人
の
優
遇
-
・
叙
位
・

兼
国
・
賜
禄
。
(
≡
)
余
剰
舎
人
の
一
部
を
供
御
所
へ
再
編
。
(
四
)
部
内
居
住

衛
府
舎
人
に
対
す
る
国
司
支
配
権
の
拡
大
-
・
官
物
賦
課
権
(
「
負
名
」
編
成
)

l
「
進
官
留
国
雑
役
」
差
役
権
(
在
庁
宮
人
化
)
1
国
務
対
揮
舎
人
注
進
言
上
権

↓
部
内
居
住
舎
人
解
却
権
1
追
捕
権
。
こ
の
一
連
の
衛
府
舎
人
政
策
に
よ
っ
て
、

部
内
居
住
衛
府
舎
人
は
現
任
の
ま
ま
留
国
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
り
、
部
内
に

居
住
し
、
「
負
名
」
　
「
在
庁
官
人
」
と
し
て
国
衝
支
配
に
包
摂
さ
れ
受
債
の
国
内
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支
配
に
協
力
す
る
か
、
京
内
近
衛
町
に
居
住
し
て
本
府
に
仕
え
る
か
、
い
ず
れ
か

の
道
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
世
紀
以
降
、
「
近
衛
舎
人
の
出
身

地
は
橡
と
ん
ど
畿
内
に
の
み
限
定
さ
れ
て
-
を
」
　
の
は
う
　
「
律
令
国
家
の
地
方
支

配
の
弱
体
化
に
伴
っ
て
近
衛
舎
人
に
お
け
る
広
汎
な
地
方
豪
族
層
の
基
盤
が
煙
小

(Si

化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
」
　
で
は
な
-
、
体
制
転
換
の
一
環
で
あ
る
部
内

居
住
衛
府
舎
人
政
策
を
媒
介
と
す
る
政
府
・
本
府
・
国
司
お
よ
び
富
豪
層
の
運
動

の
決
着
し
た
姿
で
あ
っ
た
。
特
定
氏
族
が
近
衛
舎
人
の
地
位
を
世
襲
化
し
て
い
-

現
象
も
、
同
様
に
理
解
し
う
る
。

3

以
上
へ
寛
平
「
承
平
年
問
の
部
内
居
住
衛
府
舎
人
の
反
国
衛
闘
争
と
中
央
政
府
-

国
衝
権
力
に
よ
る
衛
府
舎
人
の
員
数
削
減
・
特
権
否
定
政
策
に
つ
い
て
考
察
し
て

き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
承
平
元
年
か
ら
公
然
化
す
る
「
南
海
賊
」
　
を
'
ぎ
り
ぎ

り
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
て
な
お
、
政
府
-
国
衝
の
圧
迫
に
屈
服
す
る
こ
と
を
い
さ

ざ
よ
し
と
し
な
か
っ
た
、
伊
予
・
讃
岐
・
備
前
・
播
磨
な
ど
「
縁
海
」
　
「
大
横
米

国
」
居
住
衛
府
舎
人
た
ち
の
最
後
の
抵
抗
だ
っ
た
と
解
す
る
こ
と
が
、
そ
れ
ほ
ど

唐
突
で
は
な
い
こ
と
を
了
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
理
解

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
へ
　
「
東
平
南
海
賊
」
問
題
を
体
制
転
換
過
程
で
政
府
-
国
街

が
不
可
避
的
に
対
決
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
政
治
課
題
と
し
て
現
実
的
に
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
二
節
で
述
べ
た
「
承
平
南
海
賊
」
.

の
特
徴
は
、
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
納
得
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
第
1
の
、
海
賊
の

主
要
な
活
動
地
域
が
伊
予
・
備
前
・
阿
波
で
あ
る
こ
と
、
.
第
二
の
、
京
上
官
物
・

国
内
正
倉
の
襲
撃
・
略
奪
と
い
う
活
動
形
態
は
.
 
、
海
賊
の
襲
撃
・
略
奪
の
論
理
が
、

「
縁
海
」
　
の
大
根
米
国
居
住
衛
府
舎
人
に
よ
る
未
回
収
の
累
積
大
横
米
の
暴
力
的

回
収
で
あ
っ
た
'
と
い
う
想
、
定
を
裏
付
け
て
-
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
分
立
す
る

海
賊
集
団
の
,
「
魁
帥
」
　
で
個
人
名
が
わ
か
る
「
小
野
氏
彦
」
　
「
紀
秋
茂
」
　
「
津
時

成
」
　
ら
の
氏
名
は
、
衛
府
舎
人
を
出
す
縁
海
国
の
富
豪
層
に
ふ
さ
わ
し
い
氏
名
で

は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
の
、
海
賊
が
三
十
も
の
小
集
団
に
分
立
し
て
い
る
の
は
、

衛
府
で
の
分
番
「
宿
衛
」
組
織
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
衛
府
舎
人

の
反
国
衝
闘
争
を
糾
弾
す
る
国
解
・
官
符
に
、
し
ば
し
ば
「
群
覚
」
　
「
徒
党
」

「
党
与
」
　
な
ど
へ
　
そ
の
紅
織
性
ま
た
は
集
団
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付

-
が
、
か
か
る
部
内
居
住
衛
府
舎
人
の
集
団
性
は
、
在
地
社
会
に
基
礎
を
置
-
と

と
も
に
、
衛
府
舎
人
の
「
宿
衛
」
勤
務
に
お
け
る
分
番
編
制
と
無
関
係
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
衛
府
舎
人
の
固
有
の
組
織
性
が
、
一
方
で
本
国
で
の
海
賊
の
組
織
化
の

母
体
と
な
る
と
と
も
に
、
他
方
、
そ
の
統
合
・
結
集
を
妨
げ
る
作
用
を
果
た
し
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

l
方
、
衛
府
舎
人
抑
圧
政
策
を
甘
受
し
国
衝
に
屈
服
し
た
衛
府
舎
人
た
ち
は
、

「
負
名
」
　
「
在
庁
官
人
」
　
と
な
り
、
国
司
の
も
と
で
国
衝
支
配
幾
構
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
。
も
と
も
と
国
内
で
「
武
芸
人
」
　
「
便
弓
馬
老
」
_
「
以
一
当
百
」
　
の
　
「
異

能
」
　
の
名
声
を
博
し
た
富
豪
層
が
、
お
お
-
衛
府
舎
人
に
補
任
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
国
衛
権
力
に
連
な
る
こ
と
に
な
っ
た
彼
ら
の
「
武
芸
」

が
、
国
務
対
拝
の
強
制
排
除
に
、
あ
る
い
は
群
党
・
海
賊
の
追
捕
に
、
武
力
と
し

て
動
員
さ
れ
な
い
は
ず
が
な
い
。
国
司
が
彼
ら
を
「
差
便
」
す
る
こ
と
が
で
き
る

特
殊
な
「
雑
役
」
　
「
公
役
」
　
と
し
て
、
当
然
な
が
ら
、
か
か
る
「
追
捕
」
役
ま
た

は
「
軍
役
」
　
が
含
ま
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
海
賊
追
捕
に
お
い
て
国
司
が
「
追

捕
官
符
」
　
を
う
け
て
動
員
す
る
対
象
は
、
主
と
し
て
「
以
1
当
百
」
　
「
武
芸
優
長
」
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の
名
声
高
い
も
と
衛
府
舎
人
た
ち
で
は
な
か
っ
た
か
。
橋
本
義
彦
氏
の
、
「
『
延
喜

式
』
に
は
'
近
衛
・
兵
衛
の
武
芸
優
長
に
し
て
、
一
を
以
っ
て
百
に
当
る
者
は
、

号
し
て
『
異
能
』
と
為
し
、
と
く
に
禄
・
食
法
を
厚
く
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。

こ
れ
も
技
能
宮
人
の
一
分
子
と
言
っ
て
よ
く
個
人
戦
闘
を
主
体
と
し
た
平
安
時

代
の
戦
闘
形
式
を
考
え
る
と
、
こ
れ
が
『
重
代
の
勇
士
』
　
『
兵
の
家
』
に
、
有
形

s

無
形
に
つ
な
が
る
こ
と
も
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
含
蓄
あ
る
指
摘
を
、

私
は
以
上
の
よ
う
に
理
解
し
た
い
。
と
す
れ
ば
、
反
乱
す
る
海
賊
も
、
鎮
圧
す
る

国
衝
の
軍
事
力
も
、
と
も
に
も
と
衛
府
舎
人
と
い
う
'
同
士
討
ち
と
も
い
う
べ
き

海
賊
鎮
圧
過
程
が
想
定
さ
れ
る
。
国
家
権
力
に
よ
る
非
情
な
分
断
政
策
が
、
か
か

る
悲
劇
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。
武
士
同
士
の
宿
命
的
と
も
い
え
る
対
決
の
構
図

は
'
武
士
な
る
も
の
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
す
で
に
宿
業
の
ご
と

-
旺
胎
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
、
承
平
南
海
賊
平
定
の
政
治
史
的
意
味

承
平
六
年
六
月
、
数
年
間
に
わ
た
っ
て
瀬
戸
内
海
の
海
域
を
制
圧
し
て
い
た

「
南
海
賊
」
が
追
捕
南
海
道
便
紀
淑
人
に
無
血
投
降
し
た
。
そ
の
勲
功
を
報
ず
る

IS)

伊
予
国
解
は
'

(彦)

賊
徒
聞
其
寛
仁
芝
愛
之
状
、
二
千
五
百
余
人
悔
過
就
刑
、
魁
帥
小
野
氏
寛
・(人)

紀
秋
茂
・
津
時
成
等
、
合
三
十
余
人
、
乗
手
進
交
名
、
降
請
帰
伏
、
時
淑
仁

朝
臣
皆
施
寛
恕
、
賜
以
衣
食
、
斑
給
田
噂
、
下
行
種
子
、
就
耕
教
農
、
民
個

漸
静
、
郡
国
典
復
、

と
、
投
降
後
の
海
賊
た
ち
の
処
置
に
つ
い
て
っ
た
え
て
い
る
。
淑
人
の
「
寛
仁
」

を
聞
い
て
三
〇
余
集
団
二
、
五
〇
〇
人
が
一
斉
に
投
降
し
た
背
景
に
つ
い
て
、
私

は
前
稿
で
、
同
年
三
月
に
伊
予
国
警
固
優
に
任
命
さ
れ
、
伊
予
に
下
向
し
た
前
伊

予
接
藤
原
純
友
が
、
現
任
操
時
代
に
扶
植
し
た
名
声
と
信
望
に
よ
っ
て
行
っ
た
説

得
工
作
が
成
功
し
た
か
ら
だ
ろ
う
と
想
定
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
承
平
元
年
に
は
じ
め
て
報
告
さ
れ
て
以
来
実
に
六
年
間
に
わ

た
っ
て
、
「
南
海
国
々
海
賊
未
従
追
捕
、
遍
満
」
　
(
『
略
記
』
三
年
十
二
月
十
七

日
条
)
、
「
頃
年
之
問
、
海
賊
未
随
追
捕
」
　
(
同
上
五
年
正
月
九
日
条
)
、
「
海

賊
未
平
伏
」
　
(
『
本
朝
世
紀
』
同
五
年
六
月
二
十
1
日
条
)
　
の
文
言
に
み
る
よ
う

に
頑
強
に
活
動
を
続
け
て
き
た
承
平
南
海
賊
が
、
紀
淑
人
と
純
友
の
説
得
工
作
に

よ
っ
て
雪
崩
を
打
っ
て
投
降
し
て
き
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
第
二
節
で
、

長
期
抵
抗
、
一
斉
投
降
と
い
う
「
承
平
南
海
賊
」
の
行
動
は
、
海
賊
蜂
起
の
要
因

の
根
の
深
さ
と
、
そ
の
要
因
が
政
治
的
に
決
着
可
能
な
性
質
の
問
題
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
、
と
指
摘
し
た
。
私
は
本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
'
「
承
平
南

海
賊
」
を
、
延
善
の
国
制
改
革
の
1
環
と
し
て
推
進
さ
れ
た
衛
府
舎
人
大
量
削
減

-
部
内
居
住
衛
府
舎
人
解
却
政
策
に
'
猛
然
と
反
発
す
る
部
内
居
住
衛
府
舎
人
ら

を
主
体
と
す
る
闘
争
と
把
握
す
る
。
こ
の
理
解
が
基
本
的
に
正
し
い
と
す
れ
ば
、

「
承
平
南
海
賊
」
は
、
衛
府
の
組
織
と
特
権
に
寄
生
し
っ
づ
け
よ
う
と
す
る
余
剰

衛
府
舎
人
に
よ
る
、
改
革
路
線
を
拒
絶
す
る
反
動
的
闘
争
と
位
置
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
瀬
戸
内
「
縁
海
」
大
横
米
国
に
居
住
す
る
衛
府
舎

人
た
ち
に
と
っ
て
、
合
法
的
国
務
対
辞
の
絶
好
の
隠
れ
蓑
で
あ
っ
た
「
大
根
米
」

徴
収
・
運
京
権
を
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
大
打
撃
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
「
海
賊
」
と

認
定
さ
れ
へ
軍
事
的
鎮
圧
の
対
象
と
な
り
な
が
ら
も
へ
六
年
間
に
わ
た
っ
て
頑
強

に
正
倉
略
奪
・
公
私
船
襲
撃
な
ど
の
闘
争
を
展
開
し
た
理
由
は
、
既
得
権
益
の
剥
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奪
に
た
い
す
る
組
織
的
抗
議
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

か
か
る
頑
強
な
抵
抗
が
、
紀
淑
人
-
純
友
に
よ
る
慰
撫
工
作
で
「
束
手
進
交
名
、

降
請
帰
伏
」
　
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
1
斉
投
降
に
よ
っ
て
決
着
が
つ
い
た
と
い
ラ

の
も
、
彼
ら
最
後
ま
で
体
制
転
換
を
拒
絶
し
っ
づ
け
た
部
内
居
住
衛
府
舎
人
た
ち

を
'
罪
人
と
し
て
処
断
せ
ず
国
衝
支
配
体
制
の
な
か
に
し
か
る
べ
-
位
置
付
け
る

と
い
う
政
治
的
妥
協
が
、
「
海
賊
」
=
衛
府
舎
人
と
淑
人
-
純
友
の
間
で
成
立
し

た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
斑
給
田
噂
、
下
行
種
子
、
就
耕
教
農
」
　
の
文
言
は
、

「
承
平
南
海
賊
」
-
部
内
居
住
衛
府
舎
人
に
「
負
名
」
体
制
を
受
容
さ
せ
た
事
実

を
'
文
人
淑
人
が
巧
み
な
文
飾
に
よ
っ
て
表
現
し
た
も
の
と
み
た
い
。
瀦
読
み
に

過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
文
言
ど
お
り
、
土
地
を
持
た
な
い
海
民
に
田
地
を
与

え
て
帰
農
さ
せ
た
と
解
釈
す
る
よ
り
、
は
る
か
に
現
実
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
て
承
平
六
年
六
月
の
「
承
平
南
海
賊
」
　
の
一
斉
投
降
と
い
う
事
件
は
、
蘇

戸
内
縁
海
諸
国
で
最
後
ま
で
体
制
転
換
を
拒
絶
し
て
い
た
部
内
居
住
衛
府
舎
人
を

王
朝
国
家
国
衝
支
配
体
制
=
「
負
名
」
体
制
の
な
か
に
包
摂
し
た
、
と
い
う
意
味

を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
国
制
改
革
-
体
制
転
換
は
、
そ
れ
を
打
ち
出
す
政
策
が
施

行
さ
れ
た
ら
何
の
抵
抗
も
障
害
も
な
-
受
容
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
政

策
基
調
を
定
着
さ
せ
、
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
除
去
し
、

抵
抗
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
「
承
平
南
海
賊
」
　
の
平
定
は
、

瀬
戸
内
縁
海
国
の
富
豪
層
に
王
朝
国
家
体
制
を
最
終
的
に
承
認
さ
せ
た
と
い
う
点

で
、
政
治
史
上
一
つ
の
画
期
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
寛
平
以
来
の
部
内
居
住
衛
府

舎
人
政
策
が
跡
を
断
つ
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
承
平
南
海
賊
」
　
の
平
定
過
程
で
は
'
前
伊
予
嫁
純
友
だ
け
で
な

く
、
他
に
も
多
く
の
下
級
武
官
・
嫁
ク
ラ
ス
の
任
用
国
司
が
諸
国
警
固
使
や
追
捕

海
賊
使
属
僚
と
な
っ
て
「
縁
海
国
」
　
に
下
向
し
、
平
定
の
た
め
に
活
動
し
た
。
と

こ
ろ
が
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
「
軍
功
」
を
請
求
す
る
申
文
を
提
出
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
平
定
時
点
の
最
高
指
揮
官
-
追
捕
南
海
道
使
紀
淑
人
を
除
い
て
、
誰
一
人

と
し
て
「
勲
功
賞
」
　
に
預
か
っ
た
者
は
い
な
か
っ
た
。
『
貞
信
公
記
』
天
慶
三
午

正
月
三
日
条
「
除
目
、
海
賊
時
申
軍
功
人
等
」
　
の
記
事
は
そ
の
こ
と
を
語
っ
て
い

る
。
そ
の
な
か
に
は
、
天
慶
純
友
の
乱
に
お
け
る
純
友
の
僚
友
藤
原
文
元
ら
が
含

ま
れ
て
い
た
.
承
平
六
年
五
月
末
に
着
任
し
て
す
ぐ
に
l
斉
投
降
を
実
現
さ
せ
へ

そ
の
経
過
と
自
己
の
功
績
を
「
伊
予
国
解
」
　
と
し
て
報
告
し
た
老
齢
の
紀
淑
人
だ

け
が
、
「
拐
捕
海
賊
」
　
の
賞
と
し
て
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ

は
純
友
ら
の
追
捕
活
動
=
説
得
工
作
の
成
果
を
独
り
占
め
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

「
承
平
南
海
賊
」
　
平
定
の
の
ち
、
実
質
上
の
最
高
勲
功
者
で
あ
る
前
伊
予
接
藤
蘇

純
友
は
伊
予
に
土
着
し
、
他
の
「
勲
功
者
」
　
た
ち
も
伊
予
・
讃
岐
・
播
磨
・
備
前

な
ど
海
賊
の
拠
点
で
あ
っ
た
「
大
根
米
国
」
　
に
土
着
し
て
い
っ
た
.
私
は
、
純
友

に
代
表
さ
れ
る
「
承
平
南
海
賊
」
　
平
定
勲
功
者
の
部
内
居
住
問
題
、
す
な
わ
ち
彼

ら
と
国
司
と
の
不
安
定
な
関
係
と
、
彼
ら
の
勲
功
裳
棚
上
げ
に
対
す
る
強
い
不
満
、

こ
れ
が
承
平
六
年
六
月
以
後
、
瀬
戸
内
諸
国
に
発
生
し
た
新
た
な
政
治
問
題
で
あ

り
、
天
慶
二
年
の
純
友
蜂
起
の
要
因
で
あ
っ
た
、
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
問
題
は

ま
た
稿
を
改
め
て
詳
論
し
た
い
。

最
後
に
、
衛
府
舎
人
の
蜂
起
が
瀬
戸
内
海
を
舞
台
に
起
こ
り
へ
東
国
で
は
起
こ

ら
な
か
っ
た
こ
と
、
酉
の
「
承
平
南
海
賊
」
　
に
対
応
す
る
事
態
が
、
東
で
は
「
延

喜
東
国
乱
」
　
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
へ
私
の
見
通
し
を
述
べ
て
稿
を
と
じ
た
い
。

部
内
居
住
衛
府
舎
人
問
題
が
瀬
戸
内
地
域
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
問
題
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
承
平
南
海
賊
が
「
大

llnHu
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頼
米
」
徴
収
・
運
京
の
請
け
負
い
と
い
う
既
得
権
益
を
否
定
さ
れ
た
「
縁
海
大
根

米
国
」
居
住
衛
府
舎
人
に
よ
る
蜂
起
で
あ
っ
た
な
ら
へ
そ
の
よ
う
な
特
殊
な
権
益

の
な
い
他
地
域
で
は
(
京
内
の
群
盗
を
除
け
ば
)
、
衛
府
舎
人
が
組
織
的
に
武
装

蜂
起
す
る
と
い
う
事
能
正
は
い
た
ら
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
さ

ら
に
は
、
「
大
横
米
」
国
以
外
の
地
域
で
は
'
寛
平
以
来
の
部
内
居
住
衛
府
舎
人

抑
圧
政
策
に
よ
っ
て
、
東
平
年
間
ま
で
に
衛
府
舎
人
問
題
は
基
本
的
に
決
着
し
て

い
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

東
国
で
は
、
寛
平
～
延
喜
の
王
臣
家
対
策
、
留
任
前
司
・
任
用
国
司
(
接
・
冒
)

対
策
な
ど
を
直
接
の
契
機
と
し
て
、
前
司
・
任
用
・
王
臣
家
人
を
主
要
な
構
成
員

と
し
て
長
期
に
わ
た
る
群
盗
蜂
起
が
展
開
す
る
。
こ
れ
が
「
延
喜
東
国
乱
」
　
で
あ

(S)

る
が
へ
　
こ
の
鎮
圧
過
程
を
通
し
て
、
東
国
で
は
体
制
転
換
が
基
本
的
に
受
け
入
れ

ら
れ
た
と
考
え
た
い
。
西
国
で
は
、
同
じ
政
策
が
軍
事
的
鎮
圧
を
必
要
と
す
る
武

装
蜂
起
を
誘
発
す
る
こ
と
な
-
受
容
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。
た
だ
し
西
国
で
は
未

解
決
の
部
内
居
住
衛
府
舎
人
問
題
を
抱
え
込
ん
だ
ま
ま
体
制
転
換
が
行
わ
れ
た
結

果
、
承
平
年
問
ま
で
決
着
が
持
ち
越
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
延
喜
東
国

乱
」
と
「
承
平
南
海
賊
」
は
、
と
も
に
律
令
国
家
体
制
か
ら
王
朝
国
家
体
制
へ
転

換
す
る
過
程
で
国
家
権
力
が
不
可
避
的
に
対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
同
質

の
軍
事
課
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

o(
o
o
,

(
9
)

(S)
(
3
)

(S)
(
2
)

(
1
)
河
合
正
治
「
海
賊
の
系
譜
」
　
(
『
古
代
の
日
本
　
4
　
中
国
四
国
』
所
収
　
角
川
書

店
一
九
七
〇
年
)
は
、
戦
前
以
来
の
純
友
の
乱
に
対
す
る
低
い
評
価
に
反
省
を
促

し
た
最
初
の
研
究
で
あ
る
。

註

こ
こ
で
は
北
山
茂
夫
『
平
将
門
』
　
(
朝
日
新
聞
社
一
九
七
五
年
)
、
林
陸
朗
『
古

代
末
期
の
反
乱
』
　
(
教
育
社
新
書
　
1
九
七
七
年
)
な
ど
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
O

岡
田
利
文
「
藤
原
純
友
の
乱
を
め
ぐ
る
研
究
動
向
」
　
(
『
伊
予
史
談
』
二
七
1
号

l
九
八
八
年
)
は
'
近
年
の
「
純
友
の
乱
」
再
検
討
の
動
向
を
要
儲
よ
く
整
理
し
て

い
る
。

戸
田
芳
実
「
中
世
成
立
期
の
国
家
と
農
民
」
　
(
『
日
本
史
研
究
』
九
七
号
　
I
九
六

八
年
)
、
同
「
国
衝
軍
制
の
形
成
過
程
」
　
(
『
中
世
の
権
力
と
民
衆
』
所
収
　
創
元

社
　
I
九
七
〇
年
)

小
林
昌
二
「
藤
原
純
友
の
乱
」
　
(
『
古
代
の
地
方
史
　
2
　
山
陰
山
陽
南
海
編
』

朝
倉
書
店
一
九
七
七
年
)

福
田
豊
彦
「
藤
原
純
友
と
そ
の
乱
」
　
(
『
日
本
歴
史
』
四
七
l
号
　
I
九
八
七
年
)

小
林
氏
は
前
掲
註
(
5
)
論
文
の
の
ち
'
「
藤
原
純
友
の
乱
研
究
の
一
視
点
」

(
『
地
方
史
研
究
』
　
I
七
二
号
　
t
九
八
1
年
)
、
「
藤
原
純
友
の
乱
と
伊
予
地
域
」

(
『
瀬
戸
内
社
会
の
形
成
と
展
開
』
所
収
　
雄
山
閣
　
1
九
八
三
年
)
を
発
表
さ
れ

て
い
る
。

福
田
前
掲
註
(
6
)
論
文

拙
稿
「
『
藤
原
純
友
の
乱
』
再
検
討
の
た
め
の
t
史
料
」
　
(
『
日
本
歴
史
』
四
九
五

号
　
1
九
八
九
年
)

松
原
弘
宜
「
漁
民
・
海
賊
へ
純
友
の
乱
」
　
(
『
「
社
会
科
」
学
研
究
』
　
l
四
号
　
1

九
八
七
年
)

拙
稿
前
掲
註
(
9
)
論
文

『
貞
信
公
記
』
承
平
二
年
十
二
月
十
六
日
条
へ
　
『
扶
桑
略
記
』
承
平
三
年
七
月
十
1

日
条
へ
同
十
二
月
十
七
日
条
、
同
承
平
五
年
正
月
九
日
条
な
ど
。

『
貞
借
公
記
』
承
平
二
年
四
月
二
十
八
日
粂
「
仰
追
捕
海
賊
使
可
定
行
事
」
、
『
紀

略
』
承
平
四
年
十
月
二
十
二
日
粂
「
定
追
捕
海
賊
使
等
」
へ
　
『
略
記
』
同
三
年
十
二

月
十
七
日
条
「
定
国
々
警
固
使
」
も
同
四
年
六
月
二
十
九
日
粂
「
於
神
泉
鳥
出
殿
へ

試
右
衛
門
志
貞
直
、
内
蔵
史
生
宗
良
へ
左
近
衛
常
蔭
等
之
琴
へ
為
遣
海
賊
所
也
」
へ

同
年
七
月
二
十
六
日
粂
「
兵
庫
允
在
原
相
安
率
諸
家
兵
士
井
武
蔵
兵
士
等
'
発
向
追

捕
海
賊
之
所
」
な
ど
。

『
法
曹
至
要
抄
』
　
(
上
　
罪
科
)
　
(
『
群
書
類
従
』
巻
七
十
七
)

笹
山
晴
生
『
日
本
古
代
衛
府
制
度
の
研
究
』
m
第
1
　
「
平
安
前
期
の
左
右
近
衛
府
に

関
す
る
考
察
」
　
(
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
五
年
)

ヽ
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『
撰
衆
三
代
格
』
弘
仁
元
年
十
二
月
二
十
七
日
詔
、
同
二
年
十
月
十
1
日
勅

国
家
儀
礼
に
お
け
る
天
皇
親
衛
軍
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
武
田
佐
知
子
「
儀
礼
と
衣

服
」
　
(
『
日
本
の
古
代
　
7
　
ま
つ
り
ご
と
の
展
開
』
　
中
央
公
論
社
一
九
八
六

午
)
、
拙
稿
「
書
評
・
笹
山
晴
生
著
『
日
本
古
代
衛
府
制
度
の
研
究
』
」
　
(
『
法
制

史
研
究
』
三
七
号
　
l
九
八
八
年
)

『
延
喜
式
』
巻
十
八
　
式
部
式
　
上
　
諸
衛
任
官
条
へ
　
『
寛
平
御
遺
戒
』
　
(
日
本
思

想
体
系
8
『
古
代
政
治
社
会
思
想
』
　
岩
波
書
店
　
t
九
七
九
年
)

獄
令
五
位
以
上
条
に
「
若
五
衛
府
志
以
上
及
兵
衛
犯
罪
須
追
者
、
並
聴
鞠
獄
官
司
経

本
府
、
追
掩
う
本
府
即
奏
執
遣
」
へ
　
『
法
曹
至
要
抄
』
　
(
上
　
罪
科
)
　
に
「
検
非
違

使
式
云
'
諸
司
諸
衛
及
諸
家
官
人
以
下
雑
色
以
上
、
若
有
犯
過
者
へ
　
且
禁
其
身
へ
　
且

経
本
司
」
と
あ
る
O
衛
府
舎
人
に
対
す
る
本
府
裁
判
権
の
虫
さ
が
窺
わ
れ
る
0

『
拾
芥
抄
』
中
「
宮
城
部
」
の
「
諸
司
厨
町
」
の
な
か
に
「
左
近
四
町
拙
珊
耶
獅
配
舶

聖
、
「
左
兵
衛
町
題
詞
」
が
み
え
る
0
な
お
へ
三
善
清
行
『
意
見
十
二
箇
条
』

(
前
掲
『
古
代
政
治
社
会
思
想
』
所
収
)
　
に
は
「
六
衛
府
舎
人
、
皆
須
毎
月
結
番
へ

暁
夕
警
備
、
当
番
陪
侍
兵
欄
も
他
番
休
寧
京
洛
雌
講
和
S
r
」
と
あ
る
.
な
お
へ

諸
司
厨
町
に
つ
い
て
は
へ
村
井
康
彦
『
古
代
国
家
解
体
過
程
の
研
究
』
第
l
部
第
四

章
(
岩
波
書
店
　
1
九
六
五
年
)

戸
田
前
掲
註
(
4
)
論
文

『
延
喜
式
』
巻
四
十
五
　
左
右
近
衛
府
式
　
擬
近
衛
条
に
「
凡
擬
近
衛
者
、
預
択
定

便
習
弓
馬
者
へ
　
入
色
三
十
人
己
下
白
丁
十
人
己
下
」
と
あ
る
。

『
延
書
式
』
巻
四
十
五
　
左
右
近
衛
府
式
　
異
能
条
に
「
凡
近
衛
武
芸
優
長
、
性
志

歌
介
へ
不
問
水
火
へ
　
必
達
所
向
へ
勿
顧
死
生
、
以
t
当
百
着
、
号
為
異
能
」
と
あ
る
。

『
日
本
後
紀
』
弘
仁
二
年
六
月
三
日
条
に
「
令
諸
国
進
武
芸
人
年
三
十
巳
下
、
補
左

右
近
衛
」
　
と
あ
る
。

『
扶
桑
略
記
』
寛
平
八
年
九
月
二
十
二
日
粂

『
済
衆
三
代
格
』
延
喜
二
年
四
月
十
1
日
官
符

(S)
(
8
)

(
8
)

(
3
)

『
政
事
要
略
』
延
喜
十
一
年
二
月
二
十
五
日
官
符

三
善
清
行
『
意
見
十
二
箇
条
』
　
(
前
掲
)

『
頬
衆
三
代
格
』
承
和
十
三
年
十
見
五
日
官
符
に

海
之
国
」
　
と
み
え
る
。

『
小
右
記
』
寛
仁
元
年
十
二
月
十
日
条
(
播
磨
)
へ

『
春
記
』
長
久
元
年
四
月
二
十
二
日
粂
(
讃
岐
)

月
二
十
九
日
主
計
寮
解
(
備
前
)
　
が
み
え
る
。

「
頃
年
(
左
兵
衛
)
　
府
樺
被
行
線

同
二
年
四
月
l
日
粂
(
伊
予
)
へ

『
朝
野
群
載
』
応
徳
三
年
十
二

(
8
)

(
S
)

(
&
)

(
8
)

(
8
)

(
4
0
)

(
3
)

/
c
N
N

(
c
o
¥

[
^
)

三
善
清
行
『
意
見
十
二
箇
条
』
　
(
前
掲
)

戸
田
芳
実
『
日
本
領
主
制
成
立
史
の
研
究
』
∴
岩
波
書
店

能
平
『
中
世
封
建
制
成
立
史
論
』
　
(
東
京
大
学
出
版
会

三
善
清
行
『
意
見
十
二
箇
条
』
　
(
前
掲
)

『
類
衆
三
代
格
』
延
菩
二
年
三
月
十
三
日
官
符

1
九
六
七
年
)
、
河
音

l
九
七
1
年
)

『
察
衆
三
代
格
』
昌
泰
四
年
間
六
月
二
十
五
日
官
符

坂
本
裳
三
『
日
本
王
朝
国
家
体
制
論
』
　
(
東
京
大
学
出
版
会
　
1
九
七
t
年
)

古
瀬
奈
津
子
「
平
安
時
代
の
『
儀
式
』
と
天
皇
」
　
(
『
歴
史
学
研
究
』
五
六
〇
号

l
九
八
六
年
)

吉
村
茂
樹
「
瀧
ロ
の
研
究
」
　
(
『
歴
史
地
理
』
五
三
巻
四
号
　
I
九
二
九
年
)

笹
山
前
掲
註
　
　
　
書

『
叛
果
三
代
格
』
寛
平
三
年
十
二
月
十
五
日
官
符

『
察
東
三
代
格
』
寛
平
六
年
十
l
月
十
1
日
官
符

『
寛
平
御
遺
戒
』
　
(
前
掲
)
。
兼
国
に
つ
い
て
は
へ
村
井
前
掲
註
(
8
)
書
第
一
部

第
三
章
。

『
侍
中
群
要
』
第
二
　
巳
l
刻
奏
日
次
御
製
事
、
『
酉
官
記
』
巻
十
(
裏
書
)
O

「
小
鮒
日
次
御
費
」
貢
進
制
に
つ
い
て
は
へ
　
戸
田
芳
実
「
御
厨
と
在
地
領
主
」

(
『
日
本
史
の
研
究
』
所
収
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
i
九
七
〇
年
)
　
へ
網
野
善
彦

『
日
本
中
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
』
第
二
部
第
一
章
(
岩
波
書
店
一
九
八
四
年
)
0

『
頬
栗
三
代
格
』
昌
泰
四
年
閏
六
月
二
十
五
日
官
符

『
叛
衆
三
代
格
』
延
菩
二
年
四
月
十
l
日
官
符

『
将
門
記
』
に
み
え
る
'
承
平
八
年
武
蔵
国
で
権
守
興
世
王
と
対
立
し
た
「
足
立
那

司
判
官
代
武
蔵
武
芝
」
が
、
「
判
官
代
」
　
の
初
見
。
ま
た
『
本
朝
世
紀
』
天
慶
二
年

十
一
月
二
日
条
の
駒
牽
記
事
に
「
択
信
濃
御
馬
使
左
馬
少
属
佐
々
貴
暗
樹
牽
進
御
局

三
十
疋
、
欝
宗
疋
へ
、
件
馬
無
国
解
文
、
以
彼
国
判
官
代
川
原
如
松
解
文
進
之
へ

使
晴
樹
申
云
、
依
国
不
放
解
文
へ
召
率
知
彼
国
事
之
雑
色
人
件
如
松
参
上
」
と
み
え
、

「
判
官
代
」
が
国
衝
に
勤
務
す
る
「
雑
色
人
」
　
の
称
号
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
十
世
紀
初
頭
に
は
、
国
衝
に
勤
務
す
る
国
内
「
雑
色
人
」
は
「
判
官
代
」
な
ど
'

在
庁
官
人
の
肩
書
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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(
5
5
)
　
『
弊
衆
符
宣
抄
』
延
喜
九
年
十
月
十
九
日
宣
旨

(
。
。
¥
　
三
善
清
行
『
意
見
十
二
箇
条
』
　
(
前
掲
)

『
法
曹
至
要
抄
』
　
(
上
　
罪
科
)

(
S
)
笹
山
前
掲
註
(
3
)
書

(
3
)
橋
本
義
彦
「
貴
族
政
権
の
政
治
構
造
」
　
(
『
平
安
貴
族
』
所
収
　
平
凡
社
　
l
九
八

六
年
)

(
3
)
　
『
扶
桑
略
記
』
東
平
六
年
六
月
某
日
条
。
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
'
私
は
へ
　
こ
の
記

事
の
原
史
料
を
承
平
甫
海
賊
平
定
後
へ
伊
予
国
(
国
守
紀
淑
人
)
が
太
政
官
に
平
定

ま
で
の
経
過
と
淑
人
の
功
績
を
報
告
し
た
「
国
解
」
　
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

戸
田
前
掲
註
(
4
)
　
「
中
世
成
立
期
の
国
家
と
農
民
」
へ
高
橋
昌
明
「
将
門
の
乱
の

評
価
を
め
ぐ
っ
て
」
　
(
『
文
化
史
学
』
二
六
号
　
i
九
七
1
年
)
、
拙
稿
「
王
朝
国

家
国
衝
軍
制
の
成
立
　
-
　
延
書
の
『
軍
制
改
革
』
に
つ
い
て
　
-
　
」
　
(
『
史
学
研
究
』

t
四
四
号
　
1
九
七
九
年
)

(
一
九
八
九
年
八
月
三
一
日
成
稿
)

(
付
記
)
本
稿
印
刷
中
に
'
小
林
昌
二
氏
「
藤
原
純
友
の
乱
再
論
」
　
(
『
日
本
歴
史
』
四
九

九
号
　
1
九
八
九
年
1
二
月
)
が
発
表
さ
れ
た
。
本
稿
で
言
及
し
た
小
林
氏
説
に
つ

い
て
も
再
論
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

*
　
　
　
　
　
　
　
*
　
　
　
　
　
　
　
*

本
稿
校
正
中
へ
河
合
正
治
先
生
の
突
然
の
計
報
に
接
し
た
。
先
生
か
ら
は
'
学
部
・

大
学
院
で
『
吾
妻
鏡
』
の
手
ほ
ど
き
を
う
け
'
徴
退
官
後
は
、
献
呈
し
た
抜
刷
に
、

い
つ
も
慈
愛
に
み
ち
た
は
げ
ま
し
の
御
返
書
を
い
た
だ
い
た
。
小
論
冒
頭
で
引
い
た

よ
う
に
'
純
友
の
乱
の
本
格
的
研
究
は
河
合
先
生
に
は
じ
ま
る
。
前
稿
「
『
藤
原
純

友
の
乱
』
再
検
討
の
た
め
の
一
史
料
」
同
様
、
本
稿
も
先
生
に
お
届
け
し
て
御
批
評

を
い
た
だ
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
心
よ
り
先
生
の
御
冥
福
を
お
祈
り
し
、
つ

つ
し
ん
で
小
論
を
御
霊
前
に
お
供
え
し
た
い
。
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